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《巻頭言》 

 

科学分析支援センターに寄せる期待 
 

 
研究機構長 佐藤 勇一 

 
 
昨年度で第２期中期目標期間が最終し，本年度から第３期中期目標期間が始まりました．第３期目標

期間においても，研究力の強化・研究の推進，人材育成は埼玉大学の大きな柱になっております．また，

産官学連携をはじめとする地域社会との様々な連携も変わらず重要な課題です． 

一昨年度から埼玉県との包括協定に基づき進めております先端産業創造プロジェクトは３年目を迎え

ております．本年度４月に先端産業国際ラボラトリーが設置され，産学官金連携のインターフェイス拠点と

しての活動を開始し，地域社会とのより強い連携に向け様々な取り組みを行っております． 

科学分析支援センターは，地域からの依頼分析にも応えるなどの活動を行ってきて頂いております．ま

た，センターは学内の特に，理工系の学部，理工学研究科の教育および研究を行う際に大きなご支援を

頂いてきております．現在進めております研究力強化，研究推進に関しても，その役割が大きいことは言

うまでもありません．地域創生に大学として寄与するためには，地域社会の企業，他大学，研究機関の期

待に応えることが出来るように様々な活動を進める必要があると考えております．したがって，科学分析支

援センターの活動を今後も継続的に維持発展して頂くことは，大学の将来にとって重要です． 
科学分析支援センター長，センター教職員の皆様のこれまでのご尽力に感謝申し上げるとともに，埼

玉大学の置かれた状況の御理解と，更なる御支援を賜りたいたいと考えております．最後に，センター創

立以来科学分析支援センターの運営に関係してこられた教職員の皆様の，ご尽力に感謝し，引き続き一

層の御力添えをお願い申し上げます． 
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《運営組織》 

 

科学分析支援センター運営組織 

 

 

 

 

 

埼玉大学総合研究機構科学分析支援センター会議委員 

 

平成 28 年 4 月 1 日現在 

氏 名 所 属 任 期 

石井 明彦 科学分析支援センター（基礎化学科） 教授 
 

藤原 隆司 科学分析支援センター（基礎化学科） 准教授 
 

足立 明人 理工学研究科（生体制御学科） 准教授 
 

是枝 晋 科学分析支援センター（分子生物学科） 講師 
 

安武 幹雄 科学分析支援センター（応用化学科） 講師 
 

道村 真司 科学分析支援センター（物理学科） 助教 
 

富岡 寛顕 教育学部 教授 平成 30 年 3 月 31 日 

小坂 昌史 理工学研究科（物理学科） 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 

齋藤 英樹 理工学研究科（基礎化学科） 講師 平成 30 年 3 月 31 日 

藤城 貴史 理工学研究科（分子生物学科） 助教 平成 30 年 3 月 31 日 

畠山 晋 理工学研究科（生体制御学科） 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 

八木 修平 理工学研究科（電気電子システム工学科） 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 

小玉 康一 理工学研究科（応用化学科） 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 

石丸 雄大 理工学研究科（機能材料工学科） 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 

田井野 徹 情報メディア基盤センター 准教授 平成 30 年 3 月 31 日 
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《運営組織》 

 

科学分析支援センター保有機器一覧 

  

機器名 
運用 

担当者 
学部生 

博士 

前期 

課程 

博士 

後期 

課程 

教職員 
依頼 

分析 

核磁気共鳴装置（AV300） 藤原 隆司 ○ ○ ○ ○ ○ 

核磁気共鳴装置（AV500） 藤原 隆司 ○ ○ ○ ○ ○ 

核磁気共鳴装置（AV500T） 藤原 隆司 × △*1 ○ ○ ○ 

高感度核磁気共鳴装置（AV400） 藤原 隆司 × △*1 ○ ○ ○ 

電子常磁性共鳴装置 前田 公憲 ○ ○ ○ ○ ○ 

Pulse電子常磁性共鳴装置（Laser） 前田 公憲 × ○ ○ ○ × 

四重極 GC 質量分析装置 三田 和義 × × × × ○ 

飛行時間型質量分析装置 新美 智久 × ○ ○ ○ ○ 

高分解能磁場型質量分析装置 新美 智久 × × ○ ○ ○ 

液体クロマトグラフ質量分析装置 設楽 浩明 ○ ○ ○ ○ × 

ナノフローLC 質量分析装置 新美 智久 × ○ ○ ○ ○ 

X線光電子分析装置 齋藤 由明 × ○ ○ ○ ○ 

示差走査熱量分析装置 安武 幹雄 ○ ○ ○ ○ ○ 

示差熱重量／熱機械分析装置 安武 幹雄 ○ ○ ○ ○ ○ 

走査型プローブ顕微鏡 田井野 徹 ○ ○ ○ ○ ○ 

高分解能走査電子顕微鏡 徳永 誠 × ○ ○ ○ ○ 
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汎用走査型分析電子顕微鏡 徳永 誠 △*2 ○ ○ ○ ○ 

低温低真空走査型電子顕微鏡 徳永 誠 × ○ ○ ○ ○ 

超高分解能走査型電子顕微鏡 徳永 誠 × × × ○ ○ 

透過型電子顕微鏡 (200 kV) 徳永 誠 × × × ○ ○ 

透過型電子顕微鏡 (120 kV) 金子 康子 × ○ ○ ○ ○ 

共焦点レーザー顕微鏡 畠山 晋 △*3 ○ ○ ○ ○ 

誘導結合プラズマ発光分析装置 藤原 隆司 ○ ○ ○ ○ ○ 

卓上型粉末X線回折装置 (水平型) 徳永 誠 ○ ○ ○ ○ ○ 

粉末X線回折装置（水平型） 徳永 誠 ○ ○ ○ ○ ○ 

蛍光X線分析装置 徳永 誠 × ○ ○ ○ ○ 

高輝度二次元Ｘ線回折装置 徳永 誠 × × △*2 ○ ○ 

多機能粉末Ｘ線回折装置 安武 幹雄 × ○ ○ ○ ○ 

高速粉末X線回折装置 (水平型) 徳永 誠 × ○ ○ ○ ○ 

CCD型単結晶構造解析装置 藤原 隆司 × × △*2 ○ ○ 

高輝度CCD型単結晶構造解析装置 藤原 隆司 × × × ○ ○ 

顕微レーザーラマン分光光度計 石川 良 △*3 ○ ○ ○ ○ 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 藤原 隆司 ○ ○ ○ ○ ○ 

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 藤原 隆司 × △*2 △*2 ○ ○ 
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2016年4月現在 

 

ポスドク, 研究生についてはお問い合わせください。 

*1 教員一人あたり二名まで。  

*2 使用には条件があります。詳細はお問い合わせください。 

*3 10月以降かつ埼玉大学博士前期課程に進学が決まっていること。 

超音波顕微鏡 荒居 善雄 ○ ○ ○ ○ × 

微小材料試験機 荒居 善雄 ○ ○ ○ ○ × 

モアレ干渉計 荒居 善雄 ○ ○ ○ ○ × 

オスミウムコーター 徳永 誠 × ○ ○ ○ × 

高圧凍結装置 徳永 誠 × × × ○ × 

急速凍結装置 徳永 誠 × × × ○ × 

凍結ウルトラミクロトーム 徳永 誠 × × × ○ × 

ウルトラミクロトーム 徳永 誠 × ○ ○ ○ × 

プラズマクリーマー 徳永 誠 × × × ○ × 

有機微量元素分析装置 加藤 美佐 × × × × ○ 
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《マイレビュー》 

 

過渡 ESR法とラジカル対の物理化学  

 

Transient EPR and the physical chemistry of radical pairs 

 

理工学研究科物質科学部門 前田 公憲 

Department of Chemistry, Graduate School of Science and Engineering 

Kiminori Maeda 

 

 

Abstract 

 In this review, we introductory present transient EPR methods for the study of photochemical 

intermediate radical pairs. Time resolved EPR technique is one of the most useful techniques for the 

detection of radical intermediates and triplet excited states. The spectra provide not only the typical EPR 

spectra but also the spin polarization, which gives us the information of the spin multiplicity of the 

precursor excited state and the spin dynamics of the very short lived intermediate states. Time resolved 

absorption detected magnetic resonance (TR-ADMR), which is one of the reaction yield detected magnetic 

resonance (RYDMR), is very unique method for the analysis of the relationship between radical pair spin 

dynamics and spin selective chemical reactions. These techniques complementary work and enables us to 

study the details of the photochemical process and the spin dynamics of radical pairs.   

 

1. 序論，光化学反応の計測と電子スピン共鳴 

光化学反応とは，主に光を分子系が吸収しそれにより生成した電子励起状態が引き起こす化学反応

である．分子の励起状態は，過渡的な存在であり fs 程度の寿命しか持たないものから，ms から秒のオー

ダーまでの長い寿命を持つものまで存在する．励起状態は光を吸収した結果，余剰なエネルギーを持ち，

そのエネルギーを利用する事ができる．波長 の光による励起エネルギーは  ( はそれぞれ

プランク定数と光速)で書かれる．この励起エネルギーを熱化学反応で実現しようとすると大変である．１

つの振動モードと同等のエネルギーを熱で得ようとする場合． 

 (1) 

であり， 

  (2) 

=300 nmの場合の励起状態を作るには 40000 K程度の温度が必要である．この熱反応と光化学反応の

違いは，高跳びと棒高跳びの違いを考えればわかりやすい，光による励起エネルギーの分だけ分子は余

分なエネルギーを持つことになる．その結果，熱反応では起こりにくいもしくは全く起こらない化学反応を，

効率よく選択的に引き起こすことができる． 

一般的な光化学反応のスキームをラジカル反応を例として，図１に示す．励起状態には励起した電子

と下に残った電子との２つの電子のスピンの相対配向から，2 種の状態を考える事が可能である．１つめ
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は，基底状態で一つの軌道を占有した 2 つの電子スピンの配向を保存したまま，1 つの電子が上の空の

軌道に移ったものである．この状態は基底状態の電子スピンの状態，即ち一重項を保存している，励起

一重項状態である．もう一つの状態は励起状態において，スピン軌道相互作用の影響を受け，基底状態

とは異なるスピン三重項状態を作り出す．励起三重項状態は，励起一重項状態よりも寿命が長い．なぜ

なら励起状態から基底状態に緩和する際，励起一重項から基底（一重項）状態への遷移は許容遷移で

あるのに対し，励起三重項から基底状態への緩和は項間交差を伴うためスピン禁制である．これが励起

三重項の寿命が長くなる原因である． 

励起状態から化学反応が起こるとき，励起一重項から起こるか三重項から起こるのかを決定することは，

必ずしも容易とは言えない．一重項，三重項励起状態それぞれをスペクトロスコピックに観測可能な場合

で，励起状態の反応が外部から加えた所謂励起状態の消光剤との反応である場合には，消光剤濃度依

存性(Stern Volmer プロット)からその反応経路を追跡できる.また，多くの場合酸素による励起状態のクエ

ンチが三重項からのみ起こるという考えから，酸素効果と化学反応との関連から反応前駆体励起状態（プ

リカーサー）を決定している場合が多い．しかし，分子内反応や，消光剤と複合体を形成している系にお

いては，こういった基本的な問題でもなかなか明らかにできないこともある．例えば，励起一重項から励起

三重項状態を経由する反応で，もし励起三重項状態からの反応の速度が励起一重項状態から三重項状

態への項間交差よりも著しく速い場合を考え，それを高速の分光測定で追いかけた場合を考える．その

場合励起一重項状態の減衰とそれと同じ時定数による反応生成物の立ち上がりが観測される．つまり，

励起三重項状態は観測されないことになる．その結果励起一重項からの反応なのか励起三重項を経由

しているのかを決定することが出来ない． 

光化学反応をリアルタイムで観測する手法としては，フラッシュフォトリシス（パルス光照射により，瞬間

的に励起状態を作る事）と組み合わせた時間分解分光法が主に用いられる．その中で最も用いられてい

るのは過渡電子遷移吸収（UV,可視，赤外）である．より長波長の電磁波でより細かいエネルギー遷移を

観測すると，より詳細な分子の構造を議論できる．その中で最も成功を収めているのは，赤外，ラマン散

乱などの過渡振動分光法であろう．それらは中間体の振動バンドを観測することにより，ローカルな構造

や水素結合の効果など，分子の局所的な構造観測に成功しており，特に生体分子系など比較的複雑な

反応系において極めて大きな成果が得られている．そして，波長をさらに長くしてマイクロ波領域に行くと，

分子の回転遷移の領域に入っていくが，液相，固相では有効ではない． 

一方で光化学反応過程は，中間体として励起三重項状態やラジカルなどの常磁性種を生成すること 

 

図 1. 光誘起化学反応スキームの例．励起状態の 2つのスピン状態から中間体を経由して 

化学反応が起こる．電子移動反応の場合はラジカル対を経由してフリーラジカルを生成する． 
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が多い．この常磁性種を有効にとらえることができる，マイクロ波分光法が電子常磁性共鳴装置（EPR）で

ある．EPRは別名電子スピン共鳴（ESR）とも呼ばれる．厳密には意味は違うが，多くの常磁性の基が電子

スピンによることからこのような呼び名がつけられている． 

ここで電子スピン共鳴スペクトルについて，簡潔に説明する．ここでは最も単純な常磁性分子としてラジ

カル分子を考える．磁場 B0中におけるラジカルのスピンハミルトニアンは 

0
ˆ ˆˆ

B Z ZH g B S AmS    (3) 

となる．ここで１項目は電子スピンと外部磁場との相互作用（ゼーマン分裂）を表す．ｇは 

ｇ因子(g -factor)と呼ばれ，有機ラジカルでは２に近い値となる．はボーア磁子(Bohr magneton)と呼ば

れる定数であり，=9.274×10
-24 JT

-1．2項目は電子スピンと核スピンとの相互作用（超微細結合）を表し，

Aは超微細結合定数である．ここでは 1種類の核スピンとの相互作用のみを考え，相互作用する核スピン

が窒素 14であったとすると，核スピン量子数 m=+1,0,-1 をとることが出来る．電子スピンはα,βスピンをと

ることが出来， に対して固有値 1/2,-1/2をとる．その結果スピン状態のエネルギーは 

0 0,
2 2

B Bg B Am g B Am
E E 

  
    （4） 

となり，エネルギー準位間の分裂幅は， 

0BE E E g B Am        （5） 

この様子を図 2に示す． 

外部磁場を掃引していくと，エネルギー準位の分裂幅が

増していく．そして，hν=ΔE において磁気共鳴が起きる．

ここで，νはマイクロ波周波数，h はプランク定数である．マイ

クロ波による吸収遷移が各 m（核スピン状態）に対して３本の

吸収線として現れ，共鳴磁場 0

resB は 

0

res

B B B

h Am h
B A m

g g g

 

  
       （6） 

とかける．この時便宜的に / BA A g  を導入し，超微細結

合定数を磁場（磁束密度）の単位を用いて表す事にする． 

共鳴条件において，ESR 信号はβスピン状態とαスピン状

態とのスピン数の差 N N  に比例する．熱力学的な理由

から /N N はボルツマン分布に従い， 

  (7) 

と近似できるが，室温においてはEが kTと比較して大きくな

いために，ボルツマン分布による分極は小さい．  

ESR で観測される常磁性種はラジカルのみならず，励起

三重項状態やより高い多重項状態が考えられる．さらに金属錯体等においては，より高次の多重項のス

ピン分極や中間体の観測が可能になっている．ラジカルを含めた，これら常磁性状態は常に安定に存在

しているわけではなく，光励起などにより過渡的に生成されることも多い．また，スピンクロスオーバー等の

E (B )=h

B





m
+1
0
-1

m
-1
0
+1

図 2．電子スピン系のエネルギーダイアグラム 

と ESR吸収（核スピン１の系） 
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光による磁性のスイッチングのメカニズムを探る研究も ESR を用いておこなわれている．本総説では，光

誘起化学反応を EPR を用いて観測する方法論において，特に光誘起ラジカル対の観測に絞って述べ

る． 

 

2. 時間分解 ESR法 

時間分解 ESR 法とは，光化学反応における速度論的な測定において最も良く用いられる手法である

過渡吸収法の ESR 版であると考えるとわかりやすい．パルスレーザを用いてサンプルを励起し，それによ

り過渡的に生成した常磁性種をマイクロ波による電子スピン共鳴を用いて観測する．時間分解 ESR 法に

よる測定の最も顕著な特徴は，電子スピンの分極を観測することができる点である．電子スピン分極とは，

電子スピン副準位間のポピュレーションがボルツマン分布から大きく外れることによる．その結果 enhanced 

Absorption (A)と呼ばれる強いマイクロ波吸収や Emission（E）と呼ばれるマイクロ波の発光が観測される．

この時間分解型の ESR法の特徴を述べると以下のようになる． 

1) 常磁性種のみを選択的に観測することになる．この事は利点でもあり，欠点でもある． 

2) 常磁性種における超微細結合（電子スピンと核スピンとの相互作用）を観測する事ができる．

特に電子―核スピン多重共鳴を用いれば常磁性種のローカルなスピン密度や電子―核ス

ピン間の距離から詳細な構造情報が得られる． 

3) 遷移エネルギー が熱エネルギー と近い値をとることから，ボルツマン分布による

状態間のポピュレーション差が小さく，熱平衡状態のスペクトルを過渡的に測定することが

困難である．しかし過渡 ESR法は，励起状態，中間体常磁性種のダイナミクスによる電子ス

ピン分極を観測する．これらの光，もしくは化学反応誘起電子スピン分極（CIDEP）はボルツ

マン分布をはるかに上回っており，観測を助ける．さらにスピン分極からその常磁性種を生

成する励起状態の構造や動力学を議論できる． 

4) 時間分解能はナノ秒オーダーだが，時間分解能とエネルギー分解能との不確定性など量

子力学的な限界が問題となる場合がある． 

時間分解ESR法のブロックダイヤグラムを図３に示す．時間分解ESR装置は次のようにして測定するこ

とができる． 

1) ESR装置で一般に使われている，磁場変調部分を切り離す． 

2) ESR装置の増幅器部分のバンド幅を高速のものに取り換える，もしくは改造する． 

3) ESR 検出器－増幅器の出力をオシロスコープにつなぎ，パルスレーザと同期させて測定す

る． 

4) オシロスコープの測定結果をコンピュータ等に取り込む．開発当初はボックスカー積分器が

用いられてきたが，近年ではオシロスコープによる時間軸の測定を行い，それを磁場軸に

沿ってスイープする．こうして得られた，時間―磁場軸に対する 2 次元データを磁場軸でス

ライスすればスペクトルが得られる．一方時間軸でスライスすることによる，スピン分極の時

間発展を見ることができる． 

実験手法が開発されたころは，市販の ESR 装置を単純に改造して測定が行われてきたが，近年では装

置に最初からこのような高速アンプを組み込んだシステムが用いられていることが多く，時間分解 ESR 測

定も一般化しつつある．昔はパルスレーザのノイズに悩まされることも多かったが，近年のレーザーの発

達により，そのような問題もほぼなくなりつつある． 
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図 3 時間分解 EPR装置のブロックダイヤグラムと得られるデータの形． 

 

3. 光化学反応中間体ラジカル対 

ラジカル対とは，光誘起ラジカル反応初期に生成する中間体であり，不対電子を持ったラジカルが２つ

近接した存在である．ラジカル対は，分子の開裂や電子移動反応などにおいて生成し，天然，人工光合

成のカギとなる状態である，また溶液中のみならず固体中では，現在広く注目されている太陽電池系に

おいて最初に生成する電荷分離状態（電子―ホール対）も，その一種と考えることができる． 

図 1 に示したように，光化学反応でラジカル対が生成する場合，その前駆体のスピン状態がそのまま，

ラジカル対の初期段階に保存される．一重項前駆体からは Singlet ラジカル対が生成し，三重項前駆体

からは Triplet ラジカル対が初期段階においては作られる．しかし，その後ラジカル対における２つの各ラ

ジカルにおける電子スピンの周辺環境の違い（超微細結合，g 値の異なり）から，Singlet ラジカル対は

Triplet ラジカル対と状態混合を起こす．この時間発展は S-T 混合と呼ばれるが，ナノ秒からマイクロ秒ま

での時間においては，純粋に量子力学的に発展し，時間とともにスピン緩和の影響を受ける．このスピン

混合は非常に小さな磁場によって影響を受けることが理論的に予想される．スピン混合ののちラジカル対

の一部は再結合して基底状態や励起状態を形成する．この化学反応プロセスは，電子スピン状態

（Singlet, Triplet）に対して，スピン選択的に引き起こされる．S-T混合が磁場に影響を受け，そしてその結

果がスピン選択的な化学反応に現れた結果，化学反応に磁場の影響が出ることになる．このラジカル対

に基づく磁場効果の研究は古くからなされているが，現在でも研究が続いている． 

化学反応の磁場効果は，ラジカル対の化学反応のメカニズムを探る重要なプローブであるが，同時に

生体系において，このラジカル対機構に基づく化学反応を動物が地磁気感受に利用している可能性を

示しており，現在注目されている．筆者も，これらの問題において分子科学的な立場から，以下のような

貢献をしている． 

1) モデルラジカル対が地磁気レベルの磁場の影響を受け，その異方的な応答を示す事 1．  

2) 動物の磁気感受システムの候補生体分子であるクリプトクロムにおいて，ラジカル対機構

に基づく磁場効果が存在する事．2-4
 

このようにラジカル対は，光化学反応初期に生成する重要な存在であり，特に電子スピンや磁場との関連

において，その後の反応プロセスを決定づける重要な存在である． 
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4. ラジカル対の時間分解 ESRスペクトル． 

ラジカル対は短寿命であり，その後ラジカル対は拡散して比較的長寿命フリーラジカルとなる．1 つの

大きな問題はラジカル対とは近接した 2つのラジカルであるので，2つが遊離した 2つのフリーラジカルと

の識別が困難な事である．主に光化学反応の時間分解測定においては，紫外―赤外過渡吸収法が最も

一般的に用いられる．しかし，これらの方法だけではラジカル対とフリーラジカルとを識別する事はできな

い．一方，もしラジカル対において，2 つの電子スピン間の相互作用（スピンスピン磁気ダイポール相互作

用，交換相互作用）が存在すれば，時間分解 ESR スペクトルに顕著なスペクトルが現れる．現在これらの

相互作用を観測することによる，ラジカル対の詳細の研究が多方面で行われている． 

ラジカル対の時間分解 ESRスペクトルは，非常に大きな電子スピン分極を持ち観測は比較的容易であ

る．図 4A にそのメカニズムを示す．5-6前駆体が三重項の場合，初期において，ラジカル対の 状

態にそれぞれほぼ 1/3ずつ占有する．しかし ESRで観測されるのは，三重項間のエネルギー分裂ではな

く，ラジカル対のスピンハミルトニアンの固有状態間の遷移である．それらはスピン間の相互作用が小さな

状態であるので，図 4Aのように  となる．これら 4つの状態間の磁気

共鳴遷移が観測されることになるが，そのうち 2つが，ラジカル A に帰属される（ラジカル対の）遷移となり，

残り 2つはそのパートナーラジカル Bのものとなる．A, Bの持つ電子スピン間に交換相互作用や磁気ダ

イポール相互作用があれば，2つの遷移はそのスピン間の相互作用（交換相互作用やダイポール相互作

用）によって分裂し，非常に強い E/AもしくはA/E型のスピン分極を持つことになる．しかし，ラジカルの電

子スピン間に相互作用がなければ，各ラジカルに帰属される 2 つの遷移は，それぞれ同じ強度で吸収

（A）と発光（E）となるため，キャンセルして信号は現れない．つまり，ラジカル対の ESR のスペクトルは電

子スピン間の相互作用に極めて敏感である． 

現実のスペクトルは，もっと多くの超微細結合分裂を含んでいるために，もっと複雑なものとなるが，各

ラジカルの超微結合定数などの情報があれば，スペクトルをシミュレーションすることができ，シミュレーシ

ョンに基づくフィッティング作業から，実験結果を有効に再現するスピン間相互作用などを求めることがで

きる．このような作業から，ダイポール相互作用を決定し，ラジカル対におけるラジカル間の距離の測定な

どが行われている．しかし，逆に言えば，電子スピン間相互作用の極めて弱い系においては，上で述べ

たキャンセル効果により，信号は全く観測されないことになる． 
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図 4．ラジカル対において観測される過渡 ESRスペクトル．励起三重項から生成するラジカル対の例． 

 

5. 反応収量検出型電子スピン共鳴（ラジカル対を検出するもう一つの磁気共鳴法） 

ラジカル対の多くは，3 節で述べたように，スピン選択的な化学反応を引き起こす．このスピン選択性は，

反応生成物のスピン状態によって異なるが，例えばラジカルイオン対の逆電子移動反応により，基底一

重項状態が作られる場合には，ラジカル対の Singlet 性から選択的に化学反応が起こる．これは化学反

応が一般には電子スピンに影響を与えずスピン状態を保存することによる．もし，反応により三重項励起

状態が形成される場合においては，Tripletから反応が起こることになる． 

 もし，磁気共鳴遷移によりラジカル対の Singlet，Triplet 性を変化させることができればその磁気共鳴効

果を化学反応性の違いを通じて観測することができる．この考え方に基づく磁気共鳴法を反応収量検出

型電子スピン共鳴(Reaction Yield detected Magnetic Resonance:RYDMR)と呼ぶ．7そのメカニズムの一例

を図 4 に示す．ラジカル対におけるスピン状態のエネルギーや磁気共鳴遷移は，上で述べたラジカル対

のESRと全く同じである．しかし，三重項前駆体のラジカル対においては図 4Aで示された 4つの磁気共

鳴遷移すべてが結果的にラジカル対の Singlet 性を増大させる．その結果，再結合反応が加速され，そ

れと競争して生成するフリーラジカル収量を減少させる．例えば，もしフリーラジカル収量をモニターしな

がらマイクロ波遷移を引き起こせば結果として，フリーラジカル収量が減少することになり，負の RYDMR

スペクトルが得られる（図 4B）．逆に一重項前駆体の系では変化は逆になることが予想される．RYDMR

はスピン間相互作用により分裂した信号が同方向のシグナルとなるため，時間分解 ESR のように，E と A

信号の重なりによるキャンセルが起こらないため，スペクトルが複雑にならないという利点があるが，一方
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でスピン間相互作用に関する情報を得ることが難しい． 

このタイプの RYDMRはその検出方法において，きわめて多数の方法が存在するが．筆者はその中に

おいて，特に以下の 2つに着目する． 

1) 過渡吸収や発光を観測しつつ磁気共鳴を行うことによるいわゆる Optically Detected ESR

の一種 8． 

2) 光誘起電導度を通じて，ラジカルイオンやポーラロン（キャリヤー）濃度の変化を観測する

ことによる Electrically Detected Magnetic Resonance（EDMR）や Photo Conductivity 

detected Magnetic Resonance（PCDMR） などと呼ばれているもの． 

どちらの方法においても，時間分解 ESR法とは異なり，その信号の向きや時間応答から，ラジカル対のス

ピンダイナミクスと化学反応性との関連が明らかになる．２）は近年，有機太陽電池などで多数の研究が

行われているが 9-11，液体中の電子移動反応においても測定が可能で，筆者らは村井らとともに過去にお

いて光誘起電子移動やイオン化反応におけるラジカル対の検出を行っている 12-14．1)の一つの例として，

過渡吸収検出型 ESRを述べる．筆者らは，最近パルス ESR装置のマイクロ波共振器の底に LEDを内蔵

して，その光をプローブとして過渡吸収測定を行い，それに対するマイクロ波磁気共鳴の効果を観測する，

過渡吸収検出 ESR 装置を製作した．この装置は比較的簡便に利用する事ができると共に，従来のような

光軸のわずらわしさが少ないため，市販のクライヲスタットをもちいた温度変化測定への道を開くものであ

る． 

反応収量検出型電子スピン共鳴においても，ラジカル対における磁気共鳴現象そのものは，時間分解

ESRとまったく同じである．しかし，大きな違いはその信号の出方である．前節で述べたように，ラジカル対

の時間分解 ESR スペクトルは Eの位相を持つスペクトルと Aの位相を持つ信号とがスピン間の相互作用

で分裂する．E/A もしくは A/E が交互に現れるパターンを持つ．一方で反応収量検出型 ESR 法は E の

遷移もAの遷移も両方とも結果として，ラジカル対の（例えば）Singlet状態からの反応を加速もしくは減速

することになる．図 4A に示す三重項前駆体系で，Singlet 状態からの反応が起こる場合，磁気共鳴遷移

は逆電子移動反応を加速することになり，結果として過渡吸収信号が減衰する．よって信号は全体に負

の符号を持つものとなることが予想される． 

 

6. 逆ミセル中での光誘起電子移動反応中間体ラジカル対． 

我々は，AOT 逆ミセル中でのフラビン類とトリプトファンとの光誘起電子移動反応により生成するラジカ

ル対に着目し，時間分解 ESR と過渡吸収検出型 ESRの両方による測定を行った．その結果を図 5に示

す．下段が時間分解 ESRの結果である．スペクトルは比較的広範囲にわたるブロードな E/A型のスペクト

ル①と，スペクトル中央における E*/A 型のスペクトル②に分けてみることができる．逆ミセル中のウォータ

プールのサイズは w=[H2O]/[AOT]によってコントロールすることが出来るが，w が小さくなると，①の寄与

が大きくなる．これらの結果から，我々は 2種類の環境場に存在するラジカル対の形成を結論した．また，

トリプトファンを入れないでの実験の結果等から，トリプトファン以外の分子（例えば AOT）との反応はスペ

クトル成分①，②には寄与しないと結論した．w 依存性から考えて，①は疎水的な AOT 膜内部に存在す

るラジカル対と考えられ，②は水槽の中で自由に拡散するラジカル対によるものと考えられる． 

これら 2成分のラジカル対に対する，逆電子移動反応への寄与を明らかにするには，反応収率検出型

電子スピン共鳴法が有効であると考えられる．逆電子移動反応を有効に起こすラジカル対のみが過渡吸

収検出型ESR信号を示すと感がられる．図 5下段には全く同じ反応系において，測定した過渡吸収検出

型 ESR スペクトルを示す．スペクトルから見て，中心部の②の成分が主に再結合反応に寄与しているよう

に見える．定量的な結論を出すには，測定条件の検討（特にマイクロ波パワーブロードニングを考慮）や

異なるウォータープールサイズ中での測定，さらに理論的な考察やシミュレーションスペクトルとの比較検
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討が必要ではあるが，このように時間分解 ESR，反応収量検出 ESR という 2 つの過渡 ESR 法を同時に

用いることにより，光反応中間体ラジカル対の構造やダイナミクスの研究に新しい光を与えることが期待さ

れる． 

 

図 5．AOT 逆ミセル中のラジカル対に対する時間分解 ESRスペクトル（下段）と 

過渡吸収検出型 ESRスペクトル（上段）．逆ミセル，フラビンモノヌクレオチド，トリプトファンともに 0.4 mM.  

 

謝辞）本研究を遂行するにあたり，ESR 装置は埼玉大学科学分析支援センターの物を用いた．着任後の

装置の整備に大きな努力をしていただきました．改めて感謝いたします．本レビューで公表した実験は埼

玉大学基礎化学科の中山大輔氏によるものです．また過渡吸収検出型 ESR装置の開発にかかわってい

ただいた埼玉大学基礎化学科内藤祐輔氏にも感謝いたします． 
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Shunsuke FURUKAWA 

 

 

Abstract 

 “Future science is subjects that have not focused as science to date”, words weighed on my mind, gave 

me an opportunity to reconsider what to do for the future science. Here I describe my research experience 

and a strategy to open up a new field of science. 

 

1. 未来の科学とは？ 

これからの科学とは一体どんなものになるのだろうか．とても大それたタイト

ルをつけて書き始めてしまったので，着地点が見えず全く筆が進まない．しか

し，今後の人生の大半の時間を費やすであろう研究活動を行っていく上で，

「何を題材とすべきか」という課題が常に私の頭の中に居座っており，いつか

打破したいと藻掻いている昨今である．この課題を明確に意識し始めたのは，

私の恩師の一人である中村栄一先生（東京大学総括プロジェクト・大学院理

学系研究科，特任教授（2016年 8月現在））の最終講義(2016年 3月)での一

言がきっかけだ．「これからの科学は，これまで科学の領域で扱われてこなか

ったものがこれからの科学になります―」．至極当然だが，言うが易し行うは難

しである．埼玉大学に来てから丸 2 年．この難題の解は未だ持ち合わせてい

ないが，これを機に，これまでの私の取り組みを振り返りながら，どのようにアプ

ローチしたらよいかを考えてみたいと思う． 

 

2. 私の強み 

学問における今のところの私の強みは，化学と物理（の一部）の境界領域を横断的に理解出来ることだ

と思う．研究者の方には珍しい話ではないが，博士の学位を取得後，少し分野を変えてポスドク先で修行

するといった経験をされている方も多いと思う．私も大学院生の時の取り組みとポスドクでの経験で，荒削

りながら化学とちょっとした物理の 2軸を立てた． 

【新反応を開発】 

大学院生時代は，「新反応の開発」に取り組んだ．「有機ヘテロ原子化学講座」というところで，川島隆

幸先生のご指導のもと日々研究に打ち込んだ．この分野は世界的には無機化学のディビジョンに分類さ

れるが，広義にはいわゆる有機合成化学の技術を駆使する分野である．当時開発に成功した新反応を

sila-Fridel–Crafts反応と名付けた．これは，有機合成反応の代表的な反応の１つである Friedel–Crafts反 

古川俊輔 理工学研究科

物質科学部門・助教 

博士（理学） 

[専門] 有機合成化学，有
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図 1. Friedel–Crafts 反応(左)と sila-Friedel–Crafts 反応(右). 

 

図 2. (a) 分子内 Sila-Friedel–Crafts 反応によるジベンゾシロール誘導体合成，(b) Sila-Friedel–Crafts 反応

によるトリシラスマネン合成，(c) トリシラスマネンの発光特性． 

応のケイ素版という意味で，ケイ素の接頭語である sila が頭に付いている（図 1）．すこし込み入った話を

すると，Friedel–Crafts 反応という反応は，ベンゼンのような芳香族化合物に炭素のカチオン種（カルボカ

チオン）を作用させることで，炭素置換基を直接芳香環に導入できる求電子置換反応である．一方で，炭

素と同族であるケイ素のカチオン種（シリルカチオン）を反応中間体とする sila-Friedel–Crafts 反応は，炭

素のようには上手くいかず，速やかに逆反応が進行してしまうことが通説とされてきた．この逆反応を抑制

する工夫として，1）温和な条件でのシリルカチオンの発生，2）かさ高い塩基の添加，3）分子内反応への

適用，という 3要素を考慮することで，汎用的な有機合成手法としての sila-Friedel–Crafts反応を確立する

ことに成功した(図 2a)
1．本反応は多重分子内環化反応にも有効であり，化合物 1 のようなトリフェニレン

骨格にケイ素置換基を導入した後で本反応を繰り返し適用すると，2 次元的に骨格が拡張されたジベン

ゾシロール誘導体（トリシラスマネン）を合成することが出来る(図 2b)．このような新しい反応は，新たな化

合物の創製を可能とし，またその化合物の性質として強い青色蛍光を示すということも見出すことが出来

た（図 2c）．最近では，ケイ素以外の典型元素を簡便に導入出来る手法を開発することにも成功し，ヘテ

ラスマネンという化合物群の新たな可能性に着目した研究を展開しているところである 2． 
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【有機化学とエレクトロニクス】 

私と有機エレクトロニクスとの出会いは，博士研究

員として中村栄一先生の研究室の門をたたき，有機

EL や有機薄膜太陽電池の研究を行ったときのこと

である．当時，最も注力した題材の一つは，有機薄

膜太陽電池用の近赤外吸収有機半導体の開発で

ある．太陽電池の光電変換効率を向上させるための

重要項目として，太陽光に含まれる紫外，可視，近

赤外の幅広い波長領域の光を効率的に吸収するこ

とが挙げられる．有機薄膜太陽電池の場合，活性層

として使用する有機半導体が，このような光吸収特

性を有している必要がある．しかし，従来までの有機

半導体は，主に紫外から可視領域のみの光を吸収

するものが多く，近赤外光を強く吸収する有機半導

体の開発が求められていた． 

この課題を克服すべく，新規近赤外吸収キノイド

型分子 QD-1–3の開発を行った(図 3a)．これらの

新たに合成したキノイド型分子は，従来のキノイド

型分子の問題点とされる化合物の不安定性と非電

子供与性を克服した分子特性を有する．実際に，

これらの分子は 1000 nmにもおよぶ近赤外領域に，

極めて強い光吸収を示す(図 3b)．また，これらの

分子を有機薄膜太陽電池の活性層材料として使

用した素子は，可視光から 800 nm 以上の長波長

領域で光電変換特性を有することを明らかにした

(図 3c)3． 

このように，有機合成とエレクトロニクスを並行し

ながら試行錯誤しているうちに，有機合成化学の

言葉でエレクトロニクスを表現出来るようになってきた．例えば，「素子の電圧」であるならば「分子の

HOMO，LUMO」．「電流を流す」であるならば「連続的な酸化還元反応」．「光電素子」であるならば「光

誘起電子移動反応」といった具合である．また，1 つの現象をあらゆる角度（少なくとも 2 軸）から見る癖が

付いた．これが今の学問レベルでの私の強みとなっている． 

 

3. 「100 万分の 1 の人材」戦略は学問にも通用するか 

さて未来の科学についてだが，それが何であるのか具体的なイメージはない．しかし，策は講じてみよ

う．最近，ビジネスを専門とする友人とディスカッションしているときに，面白い話を教えて頂いた．“100 万

人に 1 人の希少性のある人材になる”というもので，ビジネスパーソン向けに「稼ぐ力の鍵とは」というテー

マのもと，藤原和博氏（杉並区立和田中学校・元・校長/元リクルート社フェロー）が講演された内容のキー

ワードである 4．確率的には 100万分の 1というのは，オリンピックのメダリスト級にあたるそうで，１つの分野

でこれを実現するのはなかなか大変だ．科学におけるブレイクスルーは，単一分野の努力の結晶という意

味でこれと似た性格を持っているかもしれないが，ここは敢えて違う角度から見てみたい．この 100万分の

図 3. (a) 新規キノイド型分子の構造と，(b) その光

吸収特性．(c) キノイド型分子を活性層とした有機薄

膜太陽電池の素子特性 
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1 という数字を掛け算で達成しようという発想である．3つの各領域で 1/100の存在になれば，掛け算的に

100万分の1の存在になる．人間というのは，１つの事に注力して１万時間訓練すれば，大体マスターでき

るようで，この 1万時間という時間は 1日 6 時間×5年で達成できる計算になる． 

ここで，この考え方を科学のフィールドに当てはめてみる．私の場合，これまで「有機合成化学」と「有機

エレクトロニクス」の領域を学んできた(図 4)．これらの分野は，私が参入した時点で，成長期/成熟期に関

わらず，既に開拓されたフィールドであることに違いない．恐らく，これらの各分野もしくはオーバーラップ

した領域にでも大きなブレイクスルーがあるだろ

う．これはあくまで私の単なる願望だが，是非未

開拓の地に旗を立ててみたい．この想いと私の

これまでの経験を照らしあわせて最大化するた

めには，旗の向こうにある開拓領域に身を投じ，

これら 3つの境界領域を開拓することなのではな

いかと考えている．この考えが学問におけるブレ

イクスルーに繋がるかどうかは定かではないが，

これ自体を仮説とし，「自分」という被験体を使っ

て“科学的”に検証するのも科学者の役目のな

のかもしれない． 
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《forum in FORUM》 

 

高分解能磁場型質量分析装置 Sector-MS(JMS700AM)紹介 

 

 
 

理工学研究科物質科学部門 木下 英典 

 
 

質量分析法は，イオン化した試料分子を真空中で電磁気的な相互作用を利用して質量／電荷数 
(m/z) の大きさによって分離し，これを検出することで試料分子の質量を決定する方法である．その活用

例は広く，環境，食品，薬物などの検査から医薬品の開発にまで多岐にわたっている． 
 質量分析計には，その用途によって様々なタイプが存在する．本センターに設置されている高分解能

質量分析計は，逆 Neir-Johnson 型二重収束方式の質量分離部を有する JEOL 社製 JMS-700 Mstaion 
高分解能磁場型質量分析装置である．本装置は，試料分子のルーチン測定はもとより高分解能測定に

対しても高品質な分析結果を与え，既存の化合物や新規化合物の同定に威力を発揮している．また

JMS-700 Mstaion は，イオン源をはじめとする各種パラメータのオートチューニング機能を搭載した，フル

コンピュータコントロールを特徴とする高分解能分析計であるため，比較的使い勝手の良い測定機器で

ある．従来のオペレーションシステムは，ユニックスワークステーションであったが，平成２７年度に装置全

体のオーバーホールとオペレーションシステムの Windows への切り替え，およびソフトウェアの更新が行

われた．その結果，これまでよりも格段に測定・解析が行いやすくなった．特に，これまでは装置の制御画

面と測定画面が別になっていたため，頻繁に画面を切り替える必要があり不便であったが，このたび導入

されたシステムでは，同一画面で機器の制御から測定・解析まで行えるため非常に利便性が向上した． 

  

本装置の特徴 

本装置は，高いイオン収束作用をもつ Q レンズを有しており，これまでの装置と比べて同一分解能条

件における使用可能スリット幅を広く設定でき，超微量高感度分析のクオリティーが飛躍的に向上してい

るほか，高加速イオン源と高電圧印加コンバージョンダイノード型イオン検出器を装備しているため，正負

イオンの高感度測定に極めて有効である．また，60,000 以上の分解能が得られるため，高質量領域に

おいても正確に質量を決定することが可能である．さらに，主スリット，中間スリットおよびコレクタスリットは，

すべてコンピュータ制御されているため極めて容易な操作で測定に必要な分解能が再現性よく得られる．

高分解能測定では，質量が 1/1000 (ミリマス) の単位まで測定できるので精密質量数がわかる． 

本装置の主要構成要素は以下の通りである． 

試料導入部（1） → イオン化室（2） → 質量分離部（3） → 検出部（4） 

(1) 試料導入部 

試料は専用のプローブを用いて直接イオン化室に導入する直接導入法以外に，ガスクロマトグラフ 

(GC system: HEWLETT PACKARD HP6890 series GC system) に試料を打ち込んだ後，本質量分析計

に導入する間接導入法も可能である．これにより GC-MS として運用することも可能である． 

(2) イオン化室 

イオン化室では，導入された分析試料のイオン化が行われる．本装置で行える試料のイオン化法はお

もに以下の２通りである． 
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① EI (Electron Ionization) 電子イオン化法 

試料をガラス細管中に置き，加熱気化させる．気化した分子に，加速電子を衝突させてイオン化する

方法である．イオン化測定可能分子量は 1000 程度． 

② FAB (Fast Atom Bombardment) 高速原子衝撃法 

試料を粘稠性のある有機化合物 (グリセロール，3-Nitrobenzyl alcohol など) と混ぜ，ターゲットに塗

布し，高速中性原子（Xe）と衝突させることにより試料をイオン化する方法である．イオン化測定可能分子

量は 7000 程度． 

イオン化された分子イオンは，加速電圧によって加速され質量分離部へと向かう．加速電圧は最大で 

10 kV である． 

(3) 質量分離部 

イオン化室でイオン化された分子イオンは，磁場分離（方向収束）を経て電場分離（速度収束）に進む

逆 Neir-Johnson 型の二重収束方式で質量／電荷数 (m/z) に応じて分離される． 
(4) 検出部 

分離部を通り抜けた分子イオンは，コレクタスリットを通過し電子倍増管により検出される．検出器に到

達するイオンの数は微量であるため，信号強度を増幅する必要があるが，本装置では信号強度増幅のた

め高電圧印加コンバージョンダイノードが採用されている． 
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《セミナー》 

電子スピン共鳴装置の原理とその応用 
 

科学分析支援センター 藤原 隆司 
 

科学分析支援センター主催の学術セミナーを平成 27 年 4月 14 日（火）と平成 27 年 4月 21 日（火）

の二日にわたって理学部講義実験棟 2 番教室にて行った．理学部基礎化学科の前田公憲准教授と同

矢後友暁助教を講師にお迎えし，二日間で延べ 83 名の参加者があった．電子スピン共鳴装置は本セン

ターに設置されている装置であり，前年度パルス ESR 装置（ELEXSYS）の制御用 PC の更新があって操

作性が非常に向上した事や，スピン化学が専門の前田准教授の前年度着任を機会に，より多くのユー

ザーへの利用を促すため，基礎から応用までをわかりやすく解説することを目的に開催した． 
 電子スピン共鳴（Electron Paramagnetic Resonance 略称 EPR または Electron Spin Resonance 略称 
ESR）は不対電子を検出する分光法であり，有機化合物や無機化合物中や遷移金属イオン中に存在す

る不対電子の検出に用いられる．磁場に置かれた試料に含まれる不対電子は，ある特定のエネルギー

を持つ周波数のマイクロ波を共鳴吸収するこ

とで，高いエネルギー準位へと遷移する．この

現象を利用することで不対電子の検出を行う

のが電子スピン共鳴である．講演では，初日

に前田准教授が電子スピン共鳴の概要と何

がわかるかから，定常光 ESR からパルス ESR 
までの基礎的な事柄の解説を行った．二日目

は矢後助教によって光化学反応への電子ス

ピン共鳴の応用として，励起三重項状態の時

間分解ESR，電子移動から太陽電池のポーラ

ロン対までの解説を行い，続いて前田准教授

がパルス ESR による距離測定として，電子－

ホール対の距離を求める方法や生体分子系

での距離測定の解説を行った． 
講演には理学部，工学部の中から様々な

学科の教員，学生が参加しており，ESR 装置

が化学系だけでなく生物系，物理系の研究に

も重要な装置であることを感じた．特に，パル

ス ESR 装置に関しての問い合わせには前田

准教授が応じていただけるとの事であり，装置

に関しての照会はセンターを通じて前田准教

授へ行う事にしている． 
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《セミナー》 

材料評価のための分光計測 

－量子収率と蛍光寿命測定の原理と応用－ 
 

科学分析支援センター 藤原 隆司 
開催日：平成 27 年 6 月 24 日（水） 14:00〜16:30 
ご協力：浜松ホトニクス株式会社 
出席：27 名 

本セミナーは，浜松ホトニクス株式会社様のご好意によって，講演と持ち寄り試料によるデモ測定の 2
部構成で開催された．近年注目を集めている有機 EL や LED, 太陽電池， 量子ドット等の材料開発

においては，材料特性を正確に評価することの重要性が益々高まっている．これらの材料特性を評価す

る重要な光物性パラメータに「量子収率」，「発光寿命」がある．量子収率とは，吸収された光子の個数と

放出された光子の比を示す．光励起された分子のすべてが発光することよって基底状態に戻れば量子

収率は 1 となるが，実際には無輻射遷移が原因で 1 となるケースは少ない．有名な例としてはフルオレ

セインが 0.97の量子収率を示す．また，発光寿命はその時間から励起状態の電子スピン状態を明らかに

することができる．本セミナーでは，上記光物性の測定原理を紹介し，様々な分析事例の紹介を通じて，

得られたデータの評価や解釈の仕方の基本についての説明があった． 
講演後は実機（量子収率測定装置，発光寿命測定装置）によって，希望者による持ち込みサンプルの

デモンストレーション測定を行った．教員・学生共

に実際に目の前にある装置から得られたデータを

測定担当者から丁寧な説明を受けていた． 
講演には理学部，工学部の中から様々な学科

の教員，学生が参加しており，この種類の測定が

幅広い分野に渡って必要であることを実感した．こ

のことから共通機器としての存在も充分に期待され，

導入によって多方面での活用が期待される装置で

もあることを感じた． 

 
 

セミナー後のデモ測定風景 
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《定例セミナー》 

 

X 線光電子分光法による物質及び材料解析 
 

科学分析支援センター 安武 幹雄・藤原 隆司・徳永 誠 
 

科学分析支援センターでは，分析機器の基礎

知識と最新の機器を使った研究の動向と進展を

紹介するため，他大学の先生方等をお招きし，定

例セミナーを行っている．今年は「X 線光電子分

光法を使った材料解析」をテーマに X 線回折関

連の先生方をご招待し，講演をしていただいた．

講演会は平成 27 年 10 月 16 日(金)シアター教室

にて開催された．講師には株式会社島津製作所

分析計測事業部の牧 徹氏，栃木県産業技術セ

ンター材料技術部  大和弘之氏，元群馬大学機

器分析センター 瀧上昭治准教授をお迎えし，各々40 分間講演していただいた. 講演会の参加者

は工学部，理学部を始めとした教職員及び学部生，大学院生等合計 62 名であった． 
会の始まりにあたり，小林  科学分析支援センター長より，センター機器の利用状況，更新機器

についての簡単な紹介等と含めた開催の挨拶があった． 
最初の演者として牧氏の講演が行われた. 講演題目は「X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA の

特長と応用例」であり， X 線光電子分光測定の基礎と平成 25 年度に分析センターに導入された

XPS について，基本原理および実用と応用例ついて説明がなされた．当センター既存の装置の内

容でもあったため，非常に有意義で充実した講演であった． 続いて，演者を大和氏に交代した．

大和氏の講演題目は「XPS 測定時における有機物質の試料損傷」であり，PS 測定時におけるシリ

コンウエハ上のハロゲン末端基を有する有機シラン薄膜及びポリ塩化ビニル（PVC），ポリテトラフル

オロエチレン（PTFE）の試料損傷についての説明がなされた．測定表面におけるハロゲン化合物の

X 線によるハロゲンの脱離の経事変化が如何に

進行するかが発表されており，今後の測定の際

の注意点について説明がなされ，装置利用者に

とっては非常に有意義であった．最後に瀧上准

教授が講演を行った．瀧上先生の講演題目は，

「XPS による有機試料中の官能基の定量分析」

であり，グルコースやマンノース等の単糖類の

XPS の測定において，それそれぞれのスペクトル

は掃引回数（または測定条件）によって異なって

おり，それが何であるかを経事変化におけるスペ

クトルを示しながら説明がなされた．次いで応用

面の定量分析法として，コンニャクグルマンナンなどの多糖類中に含まれるアセチル基の定量性に

ついて説明がなされ，最後に有機化合物を測定する際の注意点，テクニック， FTIR 法等と比較し

た XPS 法の有効性についての説明がなされた． 
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各々の講演後の質疑では，教職員ならびに学生等の活発な議論がなされ，終始非常に有意義

なセミナーとなった． 
最後に，司会者である安武が閉会の言葉でしめくくり，定例セミナーは盛会のうちに幕を閉じた． 
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《センターより》 

 

環境分析・実験系廃液処理の活動報告 

 

科学分析支援センター 三田 和義 
 

科学分析支援センターでは，実験系廃棄物の回収・外部処理依頼および下水道法に基づいた最終

放流口の水質検査を実施しています．平成 27 年度の環境分析・廃液処理関連の活動状況や廃液の回

収量，最終放流口の分析結果について報告します（次ページを参照）．平成 27 年度の活動状況としては，

4月の廃液処理説明会の他に，工学部応用化学科 2年次生の学生実験ガイダンスにおいて環境に配

慮した実験廃液の適切な搬出方法等（参加者 63 名）を行いました． 

実験系廃棄物(無機系・有機系廃液及び固形廃棄物)の処理については，毎月約 2,000 ～ 4,000 L

の実験廃液を回収し業者に処理を委託しています．無機廃液では，その処理作業においてタンクの貯留

量及び廃液の pH が安全確保に大変重要な項目であるため，回収した廃液タンク全ての廃液容量，pH

の確認を実施しています．有機廃液では，平成 25 年度より有機タンクをワンウェイ方式に変更した際に，

貯留量が 16L から 20L に変更となっていますので以前にも増して貯留量の遵守をお願いするとともに容

量，容器の状態確認等を実施ししています． 

回収量におきまして有機廃液は増加傾向にあり，無機廃液は横ばい状態で，固形廃棄物の回収量は

10 年前に比べると 2 倍になっていますが，ここ 3 年くらいは 2,000kg で横ばい状態となっています． 

また，廃液回収時において安全の観点から気になっていることは，廃液運搬用台車から廃液タンクを

落下させてしまう．サンダル等の履物で廃液を運搬する．廃液タンクを抱えて運搬するなどの行為を見か

けることです．廃液は薬品と同等の危険性がありますので，安全上の観点からも正しい運搬方法をご指導

いただければと思います． 

最終放流口の分析では，さいたま市の政令に基づき本年も月 4 回の水質検査と，水温および pH 測定

を毎日実施しました．さらに，さいたま市の実施する水質検査が昨年は 6 月以降 5 回実施されています．

この検査結果は毎月発行している環境分析ニュースレターの紙面上で報告し，流しから有害物質を流さ

ないよう注意喚起を行っています． 

平成 27年度の水質検査結果において，VOC(揮発性有機化合物)では下水道法の基準値の1割程度

でジクロロメタン，1,4-ジオキサンが数回検出されています．また，ジクロロメタンにおきましては 1割以下で

の検出回数も増えてきています．そのほかに報告義務のない溶媒類（ジエチルエーテル，ヘキサン，酢

酸エチル等の溶媒）も頻繁に検出されるようになっています． 

平成 27 年 6 月より改正水質汚濁防止法が施行されました．このため埼玉大学は研究・実験室内での

化学薬品を含む液体の取扱い等についての管理要領【研究・研究室用】を作成し，この要領を厳守し流

しから有害物質を一切流さない方針を打ち出しました．そして埼玉大学は，作成した管理要領【研究・研

究室用】と管理要領に従って流された排水を公的機関に分析依頼して得られた分析結果を持参して，さ

いたま市へ申請し，学内に埋設されている下水道管からの漏れのチェックを免除していただいています．
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今後は，下水道法の基準に照らすのではなく最終放流口において有害物質が検出されることがないよう

管理要領【研究・研究室用】を厳守し流しに有害物質を一切流さない方針をご理解していただき学生へ

の指導をお願いいたします． 

pH 値については，今年も最終放流口で 1 月から 3 月にかけて 8.8 超～9 未満の状態が頻繁に発生し

ていましたが，この原因については不明です．表１に，さいたま市が実施した大学の最終放流口での水

質検査の結果を示します． 

その他，環境分析ニュースレターを毎月発行し，実験廃液の回収量や最終放流口の分析結果及び廃

液回収での注意などを掲載しています．また，埼玉大学が加入している大学等環境安全協議会の総会

や研修会・セミナー等へ積極的に参加し，他大学の担当者と意見交換をすることで，廃棄物特に特別管

理産業廃棄物の管理の在り方，構内排水の問題点や水質改善等への意識の向上を図っています．昨年

度より他大学の実験廃液の実務担当者の方と実務者プロジェクトを実施させていただいています． 

 
平成 27 年度活動状況 

 
活動内容 実施日 

工学部応用化学科 2 年次生 『応用化学実験Ⅰ実験ガイダンス』 4/2 

廃液処理説明会 
4/15 

4/20 

第 33 回 大学等環境安全協議会総会・研修会参加 7/22-24 

第 31 回 大学等環境安全協議会技術分科会参加 11/18-20 

大学における化学物質リスクマネジメント事例集積プロジェクト発足会議参加 12/11 

下水道最終放流口の水質分析 ※ 

pH，水温 毎日 

有害金属類 月 4 回 

揮発性有機化合物 月 4 回 

さいたま市建設局下水道部下水道維持管理課への報告 毎月 

実験廃液・廃棄物等の定期回収 毎月 

環境分析ニュースレター発行 

実験廃液・廃棄物等の回収状況 及び 学内排水の水質分析結果を報告 
毎月 

 
※ 本センターが政令に基づいて分析している．さいたま市が実施している「大学の最終放流口での水

質検査」の結果については表 1 に記載している． 
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平成 27 年度外部委託処理量 

 
実験廃液・廃棄物等の外部委託処理 搬出日 項目 排出量 

第 1 回 委託処理 5/14 

有機系廃液 1,467 L 

無機系廃液 632 L 

固形物 91 kg 

第 2 回 委託処理 6/4 

有機系廃液 2,062 L 

無機系廃液 436 L 

固形物 149 kg 

第 3 回 委託処理 7/6 

有機系廃液 1,963 L 

無機系廃液 574 L 

固形物 135 kg 

第 4 回 委託処理 8/3 

有機系廃液 2,343 L 

無機系廃液 437 L 

固形物 153 kg 

第 5 回 委託処理 9/2 

有機系廃液 1,170 L 

無機系廃液 156 L 

固形物 136 kg 

第 6 回 委託処理 10/2 

有機系廃液 1,969 L 

無機系廃液 365 L 

固形物 91 kg 

第 7 回 委託処理 11/2 

有機系廃液 2,775 L 

無機系廃液 520 L 

固形物 159 kg 

第 8 回 委託処理 12/4 

有機系廃液 3,214 L 

無機系廃 621 L 

固形物 248 kg 

第 9 回 委託処理 12/22 

有機系廃液 2,095 L 

無機系廃液 375 L 

固形物 149 kg 

第 10 回 委託処理 2/3 

有機系廃液 2,602 L 

無機系廃液 566 L 

固形物 179 kg 

第 11 回 委託処理 2/24 

有機系廃液 1,332 L 

無機系廃液 487 L 

固形物 63 kg 

第 12 回 委託処理 3/28 

有機系廃液 1,624 L 

無機系廃液 409 L 

固形物 158 kg 
 



- 29 - 

表１. 平成 27 年度 さいたま市による排除下水の水質検査結果 

 

◎ 採水場所 ： 埼玉大学下水道最終放流口 

単位：pH を除いて mg/L 

検査項目 排除基準 

採水日時 

5/8 

11:55 

7/30 

13:43 

10/13 

9:25 

12/10 

11:50 

2/4 

9:40 

水素イオン濃度（ｐＨ） 
5 超 

9 未満 
8.3 8.1 8.3 8.6 8.0 

生物化学的酸素要求量

（BOD） 
＜ 600  190 310 220 190 

浮遊物質量（SS） ＜ 600  69 450 240 320 

ノルマルヘキサン 

（動植物） 
≦ 30  16.0 ＜5.0 8.4 17.0 

窒素含有量 ＜ 240 32 57 58 60 51 

燐含有量 ＜ 32 4.3 4.6 6.9 6.4 6.0 

カドミウム及びその化合物 ≦ 0.03 ＜0.01 ＜0.003 ＜0.003 ＜0.003 ＜0.003 

シアン化合物 ≦ 1 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 

鉛及びその化合物 ≦ 0.1  ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 

六価クロム化合物 ≦ 0.5 ＜0.05     

砒素及びその化合物 ≦ 0.1 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010   

水銀及びアルキル水銀 

その他の水銀化合物 
≦ 0.005 ＜0.0005     

トリクロロエチレン ≦ 0.3 ＜0.0300 ＜0.0300 ＜0.0300 ＜0.0100  

テトラクロロエチレン ≦ 0.1 ＜0.0100 ＜0.0100 ＜0.0100   

ジクロロメタン ≦ 0.2 ＜0.0200 ＜0.0200 ＜0.0200 ＜0.0200  

ベンゼン ≦ 0.1 ＜0.0100 ＜0.0100  ＜0.0100  

ほう素及びその化合物 ≦ 10 ＜1.00 ＜1.00    

フッ素及びその化合物 ≦ 8 ＜0.80 ＜0.80    

フェノール類 ≦ 5 ＜0.50     

銅及びその化合物 ≦ 3 ＜0.10 ＜0.10    

亜鉛及びその化合物 ≦ 2 ＜0.10 ＜0.10    

クロム及びその化合物 ≦ 2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.10 

 
※ カドミウム及びその化合物の基準値は平成 26 年 12 月 1 日より 0.10mg/L→0.03mg/L に改正された.  
 



 
 

平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

4 月 
7 日 

4 月 
16日 

5 月 
11日 

5 月 
19日 

6 月 
2 日 

6 月 
16日 

7 月 
2 日 

7 月 
13日 

8 月 
4 日 

8 月 
20日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.05 N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 
 

測定項目 
排除 
基準 

8 月 
27日 

9 月 
3 日 

9 月 
11日 

9 月 
17日 

9 月 
29日 

10月 
6 日 

10月 
13日 

10月 
22日 

10月 
28日 

11月 
5 日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. ＜0.01 N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 N.D. ＜0.05 N.D. ＜0.05 N.D. ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 N.D. ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 N.D. N.D. N.D. ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.034 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.05 ＜0.05 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

11月 
12日 

11月 
17日 

11月 
26日 

12月 
2 日 

12月 
9 日 

12月 
16日 

1 月 
7 日 

1 月 
14日 

1 月 
20日 

1 月 
26日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 N.D. N.D. N.D. ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. ＜0.05 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.002 ＜0.002 N.D. ＜0.002 ＜0.002 N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.010 N.D. N.D. N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

2 月 
4 日 

2 月 
10日 

2 月 
15日 

2 月 
23日 

3 月 
3 日 

3 月 
8 日 

3 月 
16日 

3 月 
23日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 ＜0.020 N.D. N.D. N.D. ＜0.020 ＜0.020 N.D. N.D. 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.010 
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《センターより》 

 

平成 27 年度実験動物慰霊式 
 

科学分析支援センター 足立 明人 
 

平成 27 年度埼玉大学実験動物慰霊式が 10 月 21 日（水）14 時 40 分から理学部 2 号館第一会議室

において開催されました．埼玉大学が主催し，科学分析支援センターが動物慰霊式の次第を取り仕切り

ました．実習や，卒業研究，そして研究目的で実験動物を使用している学生・教職員，研究機構に属す

る教職員，そして動物の御霊に感謝し安らかな眠りを祈りたいという方々，合わせて 129 名が参加しまし

た． 
式は，畠山晋准教授（科学分析支援センター，埼玉大学動物実験委員会委員）の司会により進められ

ました．小林哲也教授（埼玉大学動物実験委員会委員長）による開式のことばに続いて，坂井貴文教授

（理工学研究科長）のあいさつがありました．科学，特に生命科学の発展には必要悪として生物を犠牲と

する現実がある．研究の意義を高めるとともに，犠牲になった御霊について集まった皆が深く考えること

を要望されました．続いて動物飼育室の利用者を代表して古舘宏之助教（理工学研究科）より慰霊のこと

ばが捧げられました．生命科学の教育・研究において，動物を使った実験は生命の真理を追究する上で

回避できない．そのため，適正な実験計画を作成し，実験に真摯に取り組むだけでなく，犠牲となった動

物への慈しみと感謝の気持ちを持ち続けなければならない，と述べました．次に参加者全員によって花

が捧げられ，実験動物の御霊に対する深い感謝と安らかな眠りを祈り黙祷しました．最後に小林秀彦・科

学分析支援センター長のことばによって式が閉じられました． 
動物慰霊式は，犠牲となった動物への感謝とその御霊に謹んでお別れの言葉を捧げる場であります

が，常日頃から，教職員・学生，研究者の方々がより深く動物に敬意を払い，実験に供する動物数を最

小限にとどめる努力を行い，実験手技などの最新情報の収集につとめ，適切な動物実験と動物の飼養

が行われることを希望してやみません． 
 

 



- 35 - 

《センターより》 

 

平成 27 年度科学分析支援センター活動日誌 

 
 4 月   

 

科学分析支援センター利用ガイダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学分析支援センター利用ガイダンス 

 

 

 

 

 

1 日 装置講習 

 低温低真空走査型電子顕微鏡 

 

1 名 

3 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 3 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

7 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 蛍光 X 線分析装置 2 名 

  四重極 GC 質量分析装置 2 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

8 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 1 名 

  X 線光電子分光装置 3 名 

9 日 利用ガイダンス 309 名 

 液体窒素充填立会 

 10 日 動物実験教育訓練 83 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 1 名 

  顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 5 名 

13 日 利用ガイダンス 99 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 6 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 6 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 3 名 

  高輝度 CCD 型単結晶構造解析装置 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 4 名 
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14 日 学術セミナー 

 電子ｽﾋﾟﾝ共鳴装置の原理とその応用 47 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験廃液搬出方法および 

薬品管理システム使用方法の説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験廃液搬出方法および 

薬品管理システム使用方法の説明会 

 

 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 9 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 9 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 5 名 

  X 線光電子分光装置 3 名 

15 日 実験廃液搬出方法および 

 薬品管理システム使用方法の説明会 132 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

16 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 3 名 

  飛行時間型質量分析装置 3 名 

  X 線光電子分光装置 3 名 

  Pulse 電子常磁性共鳴装置(Laser) 2 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 3 名 

17 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 13 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 13 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

  電子常磁性共鳴装置 4 名 

20 日 実験廃液搬出方法および 

 薬品管理システム使用方法の説明会 93 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  示差走査熱量分析装置 5 名 

 液体窒素充填立会 
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21 日 スタッフ会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術セミナー 

電子スピン共鳴装置の原理とその応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学分析支援センター利用ガイダンス 

 

 

 

 

 学術セミナー 

 電子ｽﾋﾟﾝ共鳴装置の原理とその応用 36 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV500T) 1 名 

  示差走査熱量分析装置 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

22 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV400) 2 名 

  示差走査熱量分析装置 2 名 

23 日 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 3 名 

24 日 装置講習 

 ナノフローLC 質量分析装置 1 名 

  顕微レーザーラマン分光光度計 5 名 

  走査型プローブ顕微鏡 2 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

27 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 4 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 4 名 

  顕微レーザーラマン分光光度計 2 名 

  超音波顕微鏡 1 名 

 液体窒素充填立会 

  アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 28 日 装置講習 

 示差走査熱量分析装置 3 名 

29 日 X 線分析専門委員会 

  電子顕微鏡専門委員会 

 30 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 2 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 2 名 

 5 月  

6 日 利用ガイダンス 31 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 3 名 
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7 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線教育訓練（講演） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線教育訓練（講話） 

 

 

 

 

 

 

 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 2 名 

  汎用フーリエ変換赤外分光光度計 2 名 

  X 線光電子分光装置 2 名 

8 日 立入検査 

 さいたま市下水道局（最終放流口） 2 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 4 名 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 4 名 

  高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

  超音波顕微鏡 4 名 

  電子常磁性共鳴装置 3 名 

  X 線光電子分光装置 2 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

 液体窒素充填立会 

 11 日 装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 1 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 3 名 

  飛行時間型質量分析装置 2 名 

12 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 2 名 

13 日 放射線教育訓練（講演） 63 名 

 装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 1 名 

  汎用フーリエ変換赤外分光光度計 3 名 

14 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  多機能粉末 X 線回折装置 1 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

  汎用フーリエ変換赤外分光光度計 2 名 

14-15 日 国立大学法人動物実験施設 

 連絡協議会総会出席 

 15 日 センター見学 

 スーパーサイエンスハイスクール 20 名 

 装置講習 

 示差走査熱量分析装置 1 名 

  示差熱重量／熱機械分析装置 2 名 

  飛行時間型質量分析装置 1 名 
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18 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV400) 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物実験教育訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物実験教育訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 3 名 

19 日 動物実験委員会 

  装置講習 

 飛行時間型質量分析装置 2 名 

 液体窒素充填立会 

 20 日 放射線教育訓練（講話） 41 名 

 装置講習 

 粉末 X 線回折装置 （水平型） 3 名 

  X 線光電子分光装置 2 名 

21 日 装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

  X 線光電子分光装置 2 名 

22 日 動物実験教育訓練 12 名 

 放射線教育訓練（講演） 59 名 

25 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 2 名 

26 日 スタッフ会議 

 27 日 液体窒素充填立会 

 28 日 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 29 日 放射線教育訓練（講話） 9 名 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

 6 月  

3 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

4 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

8 日 装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 2 名 

  汎用フーリエ変換赤外分光光度計 1 名 

9 日 スタッフ会議 

  液体窒素充填立会 
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10 日 装置講習 

 ナノフローLC 質量分析装置 3 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器分析セミナー 

材料評価のための分光計測セミナー 

(セミナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器分析セミナー 

材料評価のための分光計測セミナー 

（デモ） 

 

 

 

 

 

  核磁気共鳴装置 (AV400) 3 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

11 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 3 名 

  高分解能走査型電子顕微鏡 1 名 

12 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

15 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 2 名 

  高分解能走査型電子顕微鏡 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

17 日 装置講習 

 粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

18 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV400) 1 名 

  共焦点レーザー顕微鏡 3 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

 液体窒素充填立会 

 18-19 日 表面分析研究懇談会出席 

 19 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 7 名 

22 日 センター見学 民間企業 6 名 

 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 3 名 

23 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

24 日 機器分析セミナー 

材料評価のための分光計測セミナー 27 名 

 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 2 名 

25 日 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 3 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

 アイソトープ実験施設表面汚染検査 
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26 日 装置講習 

 汎用フーリエ変換赤外分光光度計 1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置講習 

卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

ひらめき☆ときめきサイエンス 

 

 

 

 

29 日 液体窒素充填立会 

 30 日 装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

 7 月  

1 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 1 名 

2 日 動物実験委員会 

  装置講習 

 汎用フーリエ変換赤外分光光度計 5 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

3 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 3 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

7 日 熱分析専門委員会 

  スタッフ会議 

  装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

8 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 3 名 

 液体窒素充填立会 

 9 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

10 日 装置講習 

 汎用フーリエ変換赤外分光光度計 3 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

13 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

14 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

15 日 装置講習 

 透過型電子顕微鏡 (200kV) 2 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  



- 42 - 

16 日 放射線障害防止委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

理学部夏休み理科教育関連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

埼玉県立大宮南高等学校 

 

 

 

 

 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  飛行時間型質量分析装置 3 名 

17 日 装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

 液体窒素充填立会 

 21 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

22 日 センター会議 

  装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

22-24 日 大学等環境安全協議会総会・実務者 

 会議・研究会・施設見学会出席 

 23 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 5 名 

25 日 センター見学 

 ひらめき☆ときめきサイエンス 60 名 

27 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

28 日 液体窒素充填立会 

  アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 29 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

30 日 立入検査 

 さいたま市下水道局（最終放流口） 2 名 

 センター見学 

 理学部夏休み理科教育関連事業 41 名 

 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

 8 月  

3 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

4 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

6 日 液体窒素充填立会 
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7 日 センター見学 

 埼玉県立大宮南高等学校 6 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 オープンキャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験廃棄物回収 

 

 

 

 

 

 

 

 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV400) 1 名 

19 日 液体窒素充填立会 

 25 日 センター見学 オープンキャンパス 72 名 

 装置講習 

 超高分解能走査型電子顕微鏡 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 3 名 

26 日 スタッフ会議 

 27 日 実験廃棄物回収 

  液体窒素充填立会 

  アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 31 日 装置講習 

 走査型プローブ顕微鏡 1 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 3 名 

  超高分解能走査型電子顕微鏡 1 名 

  汎用フーリエ変換赤外分光光度計 4 名 

 9 月  

1 日 装置講習 

 ナノフローLC 質量分析装置 2 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

2 日 動物実験委員会 

  装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

3 日 化学物質管理担当者連絡会出席 

  装置講習 

 電子常磁性共鳴装置 1 名 

3,4 日 JASIS 分析機器・科学セミナー出席 

 4 日 装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 4 名 

7 日 センター見学 信州大学 1 名 

 装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 2 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

 液体窒素充填立会 

 8 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 汎用フーリエ変換赤外分光光度計 3 名 
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10 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

応用化学科関係研究者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 科学者の芽 

 

 

 

 

 

 

 

11 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

14 日 装置講習 

 透過型電子顕微鏡 (200kV) 2 名 

16 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

 液体窒素充填立会 

 18 日 北関東地区技術系職員安全管理 

 ワークショップ出席 

  実験廃棄物回収 

 24 日 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 25 日 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

27 日 液体窒素充填立会 

 28 日 立入検査 

 原子力規制庁（ｱｲｿﾄｰﾌﾟ実験施設） 2 名 

 装置講習 

 X 線光電子分光装置 2 名 

29 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 2 名 

  X 線光電子分光装置 2 名 

 10 月  

1 日 センター見学 

 応用化学科関係研究者 4 名 

2 日 装置講習 

 示差熱重量／熱機械分析装置 1 名 

3 日 センター見学 HiGEPS 5 名 

 センター見学 科学者の芽 72 名 

5 日 装置講習 

 示差熱重量／熱機械分析装置 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

 液体窒素充填立会 

 7 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

8 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV500T) 2 名 

  高分解能走査型電子顕微鏡 2 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 
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9 日 装置講習 

 高分解能走査型電子顕微鏡 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例セミナー X 線光電子分光法 

による物質及び材料解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉大学実験動物慰霊式 

 

 

 

 

 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

12 日 液体窒素充填立会 

 13 日 立入検査 

 さいたま市下水道局（最終放流口） 2 名 

 利用ガイダンス 17 名 

 スタッフ会議 

  装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

15 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 3 名 

16 日 高分子・複合材料向けウルトラ 

 ミクロトーム ワークショップ出席 

  定例セミナー X 線光電子分光法 

 による物質及び材料解析 62 名 

19 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

20 日 動物実験委員会 

  液体窒素充填立会 

 21 日 埼玉大学実験動物慰霊式 129 名 

 装置講習 

 誘導結合プラズマ発光分析装置 1 名 

22 日 実験廃棄物回収 

 23 日 センター会議 

 26 日 装置講習 

 蛍光 X 線分析装置 2 名 

  示差走査熱量分析装置 3 名 

27 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  電子常磁性共鳴装置 3 名 

28 日 装置講習 

 高輝度二次元 X 線回折装置 2 名 

 液体窒素充填立会 
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29 日 装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置メンテナンス 

 蛍光 X 線分析装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

飯能信用金庫・埼玉大学合同セミナー 

 

 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

30 日 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

  11 月  

4 日 装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 2 名 

  電子常磁性共鳴装置 1 名 

  飛行時間型質量分析装置 1 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 5 名 

5 日 センター会議 

  装置講習 

 ナノフローLC 質量分析装置 1 名 

  卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

6 日 センター見学 民間企業 2 名 

 動物実験委員会 

  装置講習 

 走査型プローブ顕微鏡 1 名 

9 日 装置講習 

 高分解能走査型電子顕微鏡 2 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 1 名 

 液体窒素充填立会 

 10 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

  高分解能走査型電子顕微鏡 2 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 3 名 

11 日 放射性同位元素等取扱施設 

 安全管理担当職員研修出席 

  センター見学 

 飯能信用金庫･埼玉大学合同ｾﾐﾅｰ 35 名 

12 日 装置講習 

 核磁気共鳴装置 (AV300) 1 名 

  核磁気共鳴装置 (AV500) 1 名 

  多機能粉末 X 線回折装置 2 名 

  超音波顕微鏡 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

  粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 
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13 日 全国大学等遺伝子研究支援施設 

 連絡協議会総会出席 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テクノカフェ出展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 こころざし深谷科学塾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用ガイダンス 9 名 

 装置講習 

 汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

17 日 動物実験委員会 

  装置講習 

 オスミウムコーター 2 名 

  超高分解能走査型電子顕微鏡 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

 液体窒素充填立会 

 18 日 装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 3 名 

  超音波顕微鏡 1 名 

  汎用走査型分析電子顕微鏡 2 名 

19 日 センター会議 

  装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 2 名 

 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 19-20 日 大学等環境安全協議会技術分科会・ 

 実務者連絡会議・施設見学会出席 

 20 日 放射線障害防止委員会 

  装置講習 

 示差熱重量／熱機械分析装置 3 名 

24 日 スタッフ会議 

 25 日 液体窒素充填立会 

 25-27 日 国立大学法人機器分析センター 

 協議会及出席 

  放射線安全取扱部会年次大会出席 

 26 日 動物実験教育訓練 1 名 

 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 3 名 

27 日 元素分析技術研究会出席 

 30 日 装置講習 

 X 線光電子分光装置 2 名 

 12 月  

1 日 センター見学 新潟大学 1 名 

 装置講習 

 液体クロマトグラフ質量分析装置 3 名 

2 日 装置講習 

 共焦点レーザー顕微鏡 1 名 
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3 日 テクノカフェ出展   

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 民間企業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機微量元素依頼分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 日 センター見学 こころざし深谷科学塾 37 名 

7 日 液体窒素充填立会 

 8 日 スタッフ会議 

 9 日 大学連携研究設備 

 ネットワーク協議会出席 

 10 日 立入検査 

 さいたま市下水道局（最終放流口） 2 名 

15 日 センター見学 民間企業 6 名 

 動物実験委員会 

 16 日 液体窒素充填立会 

 17 日 実験廃棄物回収 

  装置講習 

 示差走査熱量分析装置 2 名 

18 日 装置講習 

 高分解能磁場型質量分析装置 2 名 

 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 21 日 動物実験委員会 

 22 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 2 名 

 1 月  

5 日 液体窒素充填立会 

 6 日 センター見学 

 米国ブルックへブン国立研究所及び 

 芝浦工業大学工学部 3 名 

12 日 スタッフ会議 

 14 日 液体窒素充填立会 

 16 日 大学における化学物質リスクマネジメン 

 ト事例集積プロジェクト発足会議出席 

 18 日 放射線障害防止委員会 

 19 日 装置講習 

 汎用フーリエ変換赤外分光光度計 1 名 

21 日 設備サポートセンター整備事業 

シンポジウム出席 

 25 日 装置講習 

 卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

 液体窒素充填立会 

 26 日 スタッフ会議 

  装置講習 

 粉末 X 線回折装置 （水平型） 2 名 

27 日 動物実験委員会 
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28 日 実験廃棄物回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター見学 

埼玉県産業技術総合センター 

29 日 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

  2 月  

2 日 装置講習 

 電子常磁性共鳴装置 1 名 

4 日 立入検査 

さいたま市下水道局（最終放流口） 2 名 

 装置講習 

 顕微レーザーラマン分光光度計 1 名 

5 日 液体窒素充填立会 

 9 日 スタッフ会議 

 10 日 動物実験委員会 

 17 日 装置講習 

 高速粉末 X 線回折装置 (水平型) 1 名 

  高分解能磁場型質量分析装置 1 名 

18 日 実験廃棄物回収 

  液体窒素充填立会 

 19 日 装置講習 

 多機能粉末 X 線回折装置 1 名 

23 日 スタッフ会議 

 24 日 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 29 日 大学等環境安全協議会・ 

 実務者連絡会・技術研修会出席 

  3 月  

1 日 液体窒素充填立会 

 9 日 スタッフ会議 

 14 日 液体窒素充填立会 

 15 日 動物実験委員会 

 17 日 センター会議 

  実験廃棄物回収 

 18 日 アイソトープ実験施設表面汚染検査 

 22 日 スタッフ会議 

 23 日 センター見学 

 埼玉県産業技術総合センター 4 名 

25 日 液体窒素充填立会 
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《センターより》 

 

平成 27 年度科学分析支援センター活動報告書 

 

◆ セミナー等実施実績 

セミナー名 詳細 日時 
参加者数 

小計 総計 

利用ガイダンス  

4/9 309 

465 

4/13 99 

5/6 31 

10/13 17 

追加 11/13 9 

実験廃液搬出方法および 

薬品管理システム使用方法の説明会 
 

4/15 132 
225 

4/20 93 

動物実験教育訓練 
 

4/10 83 

96 5/22 12 

11/26 1 

放射線教育訓練 

講演 
5/13 63 

172 
5/22 59 

講話 
5/20 41 

5/29 9 

学術セミナー 

電子スピン共鳴装置の原理とその応用  

4/14 47 
83 

4/21 36 

機器分析セミナー 

材料評価のための分光計測  
6/24 

 
27 

定例セミナー 

X 線光電子分光法による物質 

及び材料解析 
 

10/16 
 

62 

実験動物慰霊式 
 

10/21 
 

129 
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◆ 全国会議等出席実績 

会議名 日時 場所 参加者 

第 41 回国立大学法人 

動物実験施設連絡協議会総会 
5/14-5/15 オークラ千葉ホテル 畠山 普 

表面分析研究懇談会 6/18-6/19 
島津製作所 

秦野工場 

徳永 誠 

斉藤 由明 

第 33 回大学等環境安全協議会総会・

実務者会議、研究会参加、施設見学会 
7/22-7/24 

名古屋大学 

東山キャンパス 

豊田講堂、滅災館 

三田 和義 

徳永 誠 

第 9 回化学物質管理担当者連絡会 9/3 

名古屋大学 

東山キャンパス 

野依記念学術交流館 

徳永 誠 

ＪＡＳＩＳ２０１５ 

分析機器・科学セミナー 

9/3 幕張メッセ 

国際展示場 

徳永 誠 

9/4 新美 智久 

第 4 回北関東地区 

技術系職員安全管理ワークショップ 
9/18 

茨城大学 

工学部（日立） 

小平記念ホール 

徳永 誠 

高分子・複合材料向けウルトラミクロトーム 

ワークショップ（上級者コース） 
10/16 

日立ハイテクノロジーズ 

東京ソリューション 

田中 協子 

辻 李美江 

平成 27 年度放射性同位元素等 

取扱施設安全管理担当職員研修 
11/11 

東京大学 

アイソトープ 

総合センター 

新美 智久 

第３１回全国大学等遺伝子研究 

支援施設連絡協議会総会 
11/13 

一橋大学 

一橋講堂 
畠山 普 

第 31 回大学等環境安全協議会 

技術分科会 

平成 27 年度大学等安全協議会実務者

連絡会議、施設見学会 

11/19-11/20 

ホテルかめ福 

カリエンテ山口 

山口大学 

三田 和義 

平成 27 年度放射線安全取扱部会 

年次大会 
11/25-11/27 

金沢市 

文化ホール 
新美 智久 

平成 27 年度国立大学法人機器 

分析センター協議会及び 

技術職員の方々からご意見を伺う場 

11/25-27 
大分 

コンパルホール 

藤原 隆司 

安武 幹雄 

徳永 誠 

第 30 回元素分析技術研究会 11/27 
東京大学 

薬学部大会議室 
佐藤 亜矢子 

第 6 回大学連携研究設備ネットワーク 

協議会自然科学研究機構 
12/9 

岡崎 

コンファレンスセンター 
藤原 隆司 
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大学における化学物質リスクマネジメント

事例集積プロジェクト発足会議 
1/16 

東京工業大学 

大岡山キャンパス 
三田 和義 

第２回設備サポートセンター 

整備事業シンポジウム 
1/21 鳥取大学 

藤原 隆司 

徳永 誠 

大学等環境安全協議会 

第 8 回実務者連絡会技術研修会 

化学物質管理システム運用診断と 

問題解決ワークショップ 

2/29 

琉球大学 

千原キャンパス 

理系複合棟 102 号 

降谷 久美子 

徳永 誠 
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◆ 内部会議等実施実績 

センター会議 

第１回 

7 月 22 日 

報告事項 

機器修理 

科学分析支援センター教育研究設備整備年次計画 

廃液処理関連 

設備サポートセンター事業について 

ガインダンス等 

依頼分析受諾 

専門委員会報告 

全国会議等出張 

協議事項 

予算関連 

研究設備整備計画表 

奨学寄付金等受入の承認 

第２回 

10 月 23 日 

報告事項 

機器修理 

アイソトープ実験施設関連 

ガイダンス等 

全国会議等出張 

協議事項 
機器メンテナンス 

センター運営費・学内依頼分析について 

第 3 回 

11 月 5 日 
協議事項 透過型電子顕微鏡 Technai G2 の修理について 

第 4 回 

11 月 19 日 

報告事項 
ガイダンス等 

全国会議等出張 

協議事項 
機器メンテナンス 

センター利用料金改定について 

第 5 回 

3 月 17 日 

報告事項 

機器修理等 

科学分析支援センター教育研究設備整備年次計画 

廃液処理関連 

全国会議等出張 

ガイダンス等 

センター見学 

依頼分析の受入 

センター予算執行状況 

その他 

協議事項 

機器分析分野内規の変更 

教員の兼業（非常勤講師）の承認 

その他 
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専門委員会 

第 1 回 

4 月 29 日  
電子顕微鏡専門委員会 

第 1 回 

4 月 29 日  
X 線分析専門委員会 

第 1 回 

7 月 7 日 
メール審議 熱分析専門委員会 

 
 
放射線障害防止委員会 

第 1 回 

7 月 16 日 
平成 27 年上期 核燃料物質管理報告書について 

第 2 回 

11 月 20 日 
国立大学法人埼玉大学放射線障害の一部改正（案）について 

第 3 回 

1 月 18 日 

委員長の選出について 

平成 27 年度放射線教育訓練実施報告について 

平成 27 年度特別健康診断実施報告について 

表示付認証機器の自主点検結果について 

原子力規制庁立入検査について 

平成 27 年上期核燃料物質管理報告書について 

平成 28 年度放射線教育訓練の実施について 

平成 27 年下期核燃料物質管理報告書について 

放射線取扱主任者について 

その他 
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動物実験委員会 

第 1 回 

5 月 19 日 

平成 26 年度動物実験に係る各種報告書等について 

平成 27 年度動物実験計画書について 

動物実験（変更・追加）承認申請書について 

文部科学省への調査回答について 

国立大学法人動物実験協議会総会について 

外部検証の受験について 

第 2 回 

7 月 2 日 

外部検証の受験について 

動物実験（変更・追加）承認申請書について 

第 3 回 

9 月 2 日 
動物実験計画書承認申請書について 

第 4 回 

10 月 20 日 

外部検証の受験について 

人獣共通感染症セミナーの開催について 

第 5 回 

11 月 6 日 

動物実験計画書承認申請について 

動物実験（変更・追加）承認申請書について 

第 6 回 

11 月 17 日 
動物実験（変更・追加）承認申請書について 

第 7 回 

12 月 15 日 

実験室設置承認申請書について 

動物実験計画書（変更）について 

平成 26 年度自己点検・評価報告書について 

平成 26 年度飼養保管状況報告書について 

発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関するガイドラインについて 

動物実験規則・動物実験計画書の改正案について 

外部検証に伴う今後の対応について 

第 8 回 

12 月 21 日 
発がん物質等危険物質を用いた動物実験に関する申合せの制定について 

第 9 回 

1 月 27 日 
動物実験に関する検証報告書（案）について 

第 10 回 

2 月 10 日 

国立大学法人埼玉大学動物実験規則の一部改正について 

動物実験計画書（変更）について 

次期委員会委員について 

平成 28 年度動物実験計画書等の提出について 

外部検証に伴う今後の対応について 

第 11 回 

3 月 15 日 

実験室設置承認申請書について 

動物実験計画書について 

次期委員会委員について 
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◆ 見学者来訪実績 

見学者 日時 人数 

さいたま市下水道局立入検査（最終放流口） 5/8 2 

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）大学訪問 5/15 20 

民間企業 6/22 6 

ひらめき☆ときめきサイエンス 

～ようこそ大学の研究室へ～ 
7/25 60 

さいたま市下水道局立入検査（最終放流口） 7/30 2 

理学部夏休み理科教育関連事業 7/30 41 

埼玉県立大宮南高等学校 8/7 6 

オープンキャンパス 8/25 72 

信州大学 9/7 1 

原子力規制庁立入検査（アイソトープ実験施設） 9/28 2 

応用化学科関係研究者 10/1 4 

HiGEPS 10/3 5 

科学者の芽 10/3 72 

さいたま市下水道局立入検査（最終放流口） 10/13 2 

民間企業 11/6 2 

飯能信用金庫・埼玉大学合同セミナー 11/11 35 

新潟大学 12/1 1 

こころざし深谷科学塾 12/5 37 

さいたま市下水道局立入検査（最終放流口） 12/10 2 

民間企業 12/15 6 

米国ブルックへブン国立研究所 

芝浦工業大学工学部 
1/6 3 

さいたま市下水道局立入検査（最終放流口） 2/4 2 

埼玉県産業技術総合センター 3/23 4 
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◆ 装置講習会 

機器名 所属 指導者 
受講区分 

総計 
学生 教職員 

核磁気共鳴装置（AV300） 

各研究室教職員 48 
 

63 
センター 

藤原 隆司 7 
 

安武 幹雄 7 1 

高感度核磁気共鳴装置（AV400） センター 藤原 隆司 15 
 

15 

核磁気共鳴装置（AV500） 

各研究室教職員 45 
 

60 
センター 

藤原 隆司 7 
 

安武 幹雄 7 1 

核磁気共鳴装置（AV500T） 各研究室教職員 4 
 

4 

電子常磁性共鳴装置 

基礎化 前田 公憲 4 
 

13 機能 石川 良 1 
 

センター 藤原 隆司 6 2 

Pulse 電子常磁性共鳴装置（Laser） 基礎化 前田 公憲 2 
 

2 

飛行時間型質量分析装置 センター 

藤原 隆司 5 
 

20 安武 幹雄 6 
 

新美 智久 7 2 

高分解能磁場型質量分析装置 センター 新美 智久 2 1 3 

液体クロマトグラフ質量分析装置 応化 設楽 浩明 3 
 

3 

ナノフローLC 質量分析装置 センター 

藤原 隆司 1 
 

9 安武 幹雄 2 
 

新美 智久 6 
 

X 線光電子分光装置 
基礎化 上野 啓司 3 

 11 
機能 斎藤 由明 7 1 

示差走査熱量分析装置 センター 
安武 幹雄 13 3 

17 
徳永 誠 1 

 
示差熱重量/熱機械分析装置 センター 徳永 誠 7 

 
7 

走査型プローブ顕微鏡 
電電 高宮 健吾 2 

 4 
機能 後閑 伸彦 2 

 

高分解能走査型電子顕微鏡 
分生 田中 協子 4 

 5 
センター 徳永 誠 

 
1 

汎用走査型分析電子顕微鏡 

応化 黒川 秀樹 1 
 

49 
機能 柿崎 浩一 14 1 

センター 
道村 真司 1 2 

藤原 隆司 25 5 

低温低真空走査型電子顕微鏡 センター 徳永 誠 
 

1 1 

超高分解能走査型電子顕微鏡 機能 柿崎 浩一 
 

2 2 
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透過型電子顕微鏡（200kV） センター 徳永 誠 
 

2 2 

誘導結合プラズマ発光分析装置 センター 

藤原 隆司 3 
 

1 安武 幹雄 1 
 

三田 和義 11 1 

共焦点レーザー顕微鏡 

基礎化 吉川 洋史 1 
 

15 分生 藤木 友紀 3 1 

センター 畠山 晋 5 5 

卓上型粉末 X 線回折装置（水平型） 

応化 黒川 秀樹 2 
 

20 
機能 石川 良 7 1 

センター 
藤原 隆司 2 

 
徳永 誠 7 1 

蛍光 X 線分析装置 センター 徳永 誠 6 
 

6 

顕微レーザーラマン分光光度計 
基礎化 上野 啓司 2 

 22 
機能 石川 良 14 6 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 センター 藤原 隆司 23 2 25 

高輝度 CCD 型単結晶構造解析装置 基礎化 安武 幹雄 1 
 

1 

高輝度二次元 X 線回折装置 機能 柿崎 浩一 
 

2 2 

高速粉末 X 線回折装置（水平型） 

機能 白井 肇 1 
 

28 

機能 柿崎 浩一 13 1 

機能 石川 良 5 1 

センター 
安武 幹雄 

 
3 

徳永 誠 4 
 

多機能粉末 X 線回折装置 センター 安武 幹雄 8 4 12 

粉末 X 線回折装置（水平型） 

応化 

黒川 秀樹 4 
 

42 

柳瀬 郁夫 11 
 

撹上 将規 3 
 

機能 

柿崎 浩一 4 
 

神島 謙二 2 
 

藤森 厚裕 3 
 

本多 善太郎 5 
 

センター 徳永 誠 10 
 

超音波顕微鏡 機械 荒居 善雄 6 
 

6 

オスミウムコーター 機能 柿崎 浩一 
 

2 2 

総計 418 55 472 

H28. 3 月末日現在 
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◆ 保守活動 

項目 日時 活動内容 

核磁気共鳴装置 

AVANCE300 

4/9 液体ヘリウム充填 

7/9 液体ヘリウム充填 

9/25 コンプレッサ水廃棄 

10/7 液体ヘリウム充填 

1/5 分光器本体のフィルタ掃除 

1/13 液体ヘリウム充填 

3/11 
NMR 装置用JNRS-600 型液体窒素再凝縮装置 

定期メンテナンス 

AVANCE400 

+ Cryo 

6/11 試料回転不良調査 

8/26 液体ヘリウム充填 

9/25 コンプレッサ水廃棄 

10/21 液体ヘリウム充填 

1/5 分光器本体のフィルタ掃除 

2/17 液体ヘリウム充填 

3/9 液体窒素充填 

3/11 
NMR 装置用JNRS-600 型液体窒素再凝縮装置 

定期メンテナンス 

AVANCE500 

6/17 液体ヘリウム充填 

9/25 コンプレッサ水廃棄 

10/7 液体ヘリウム充填 

1/5 分光器本体のフィルタ掃除 

3/11 
NMR 装置用JNRS-600 型液体窒素再凝縮装置 

定期メンテナンス 

AVANCE500T 

5/21 液体ヘリウム充填 

9/10 液体ヘリウム充填 

9/25 コンプレッサ水廃棄 

1/5 分光器本体のフィルタ掃除 

3/11 
NMR 装置用JNRS-600 型液体窒素再凝縮装置 

定期メンテナンス 

3/24 液体ヘリウム充填 

Pulse 電子常磁性共鳴装置 2/24 レーザー発生装置修理 

飛行時間型質量分析装置 

4/29 イオン源洗浄 

6/5 イオン源洗浄 

7/3 イオン源洗浄 

7/31 イオン源洗浄 

9/25 ロータリーポンプオイル補充 

10/13 イオン源洗浄 

11/2 イオン源洗浄 
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11/20 イオン源洗浄 

12/21 一斉停電にともなう状態確認 

1/5 イオン源洗浄 

1/13 総合点検 

1/28 総合点検 

四重極 GC 質量分析装置 

7/8 真空系異常修理 

7/14 セプタム交換およびインサートチューブ交換 

7/15 リテンションタイム調整 

7/17 ロータリーポンプオイル交換 

12/21 
一斉停電にともなう状態確認 

およびロータリーポンプオイル補充 

1/5 
イオン源洗浄、セプタム交換 

およびインサートチューブ交換 

高分解能磁場型質量分析装置 

7/24 イオン源洗浄 

12/16 イオン源洗浄 

1/21 制御システム更新 

2/12 装置オーバーホール 

3/1 性能確認、調整 

ナノフローLC 質量分析装置 

6/4 イオン源洗浄 

8/25 イオン源洗浄およびロータリーポンプオイル補充 

1/22 総合整備 

2/15 流路洗浄 

2/16 イオン源洗浄 

2/17 流路洗浄 

2/18 動作確認および調整 

蛍光X 線分析装置 11/24 PR ガス交換（Flow Counter 用） 

卓上型粉末X 線回折装置 (水平型) 3/31 STDAl2O3によるアングルチェック 

高輝度二次元Ｘ線回折装置 1/5 性能確認および調整 

高輝度CCD 型単結晶構造解析装置 

6/9 フィラメント・アノード交換 

9/25 冷却水送水装置修理 

1/5 水シールおよびカーボンブラシ交換 

3/8 電源交換 

X 線光電子分析装置 

5/12 VENT 用窒素ガス交換 

6/24 VENT 用窒素ガス交換 

9/2 VENT 用窒素ガス交換 

11/25 VENT 用窒素ガス交換 

1/20 
CCG 交換、分析カメラ位置調整 

X 線分光結晶位置調整 

2/9 VENT 用窒素ガス交換 

2/22 エッチング銃電源交換 
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粉末X 線回折装置（水平型） 10/12 Log 取得モード設定 

低温低真空走査型電子顕微鏡 10/7 メーカー定期メンテナンス 

高分解能走査電子顕微鏡 
1/5 性能確認、調整 

12/24 点検整備 

超高分解能走査型電子顕微鏡 

8/27 スクロールポンプ オーバーホール 

12/25 点検整備 

1/5 性能確認、調整 

透過型電子顕微鏡 (200 kV) 
12/8 電源交換および定期メンテナンス 

1/5 性能確認、調整 

透過型電子顕微鏡 (120 kV) 

4/24 高圧印加不具合調整 

8/26 制御システム更新 

11/6 制御PC 更新 

走査型プローブ顕微鏡 6/14 MM8 ヘッド交換修理 

示差熱重量/熱機械分析装置 6/24 天秤内機交換および調整 

誘導結合プラズマ発光分析装置 
9/8 冷却水交換 

10/9 インジェクター洗浄 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 
6/25 FT-IR 用アクセサリ取付作業 

9/25 分光計内乾燥剤交換 

顕微レーザーラマン分光光度計 10/2 分光計内乾燥剤交換 

科学分析支援センター 

空調機 

8/6 4 階X 線実験室  エアコンドレン修理  

8/26 4 階単結晶解析室 空調機修理 

10/2 4 階元素分析室 空調機水漏れ修理 

8/26 4 階材料解析室（１） 空調機更新 

液体窒素タンク 5/22 CE 自主検査料 

入退室システム 6/5 入退室管理システムバッテリー交換 

予約システム 8/31 
設備予約システムバージョンアップ 

およびサーバー移設 

その他設備 8/19 4 階材料解析室(１)  コンセント等取替工事  

動物飼育室 

空調機 

10/19 空調機点検修理 SAC-7 

1/12 加湿器用蒸気シリンダー 交換 SAC-7,10 

2/8 空調機修理 SAC-10 

2/22 空調機修理 SAC-10 

3/1 空調用加湿器蒸気シリンダー交換 SAC-8 

3/11 空調機修理 SAC-7 

その他設備 
10/9 漏水対応 

10/21 SPF 室前室整備 
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アイソトープ実験施設 

排水設備 

5/22 β線水モニタ修理 

6/25 １階基礎部門暗室水詰り修理 

9/11 
水道メータ－修理 

1 階基礎部門暗室配水管修理 

排気設備 6/25 空調機ドレン接続工事 

測定機器 

6/11 GM サーベイメータ修理 

10/2 GM サーベイメータ修理 

12/15 GM サーベイメータ修理 

その他設備 11/10 錠前交換 

 

◆ 装置等トラブル対応件数 

 

 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

1 2 17 22 43 50 74 40 45 49 38 23 404 
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《センターより》 

 

平成 27 年度測定依頼分析実績（学内） 

 

依頼者所属 設備名 件数 

教育学部 

理科教育講座 

超薄切片作製 15 

透過型電子顕微鏡 (120 kV) H-7500 4 

透過型電子顕微鏡 (200 kV) Technai G2 3 

高圧凍結装置 Leica EM HPM100 11 

教育学部 

家政教育講座 

超薄切片作製 12 

透過型電子顕微鏡 (120 kV) H-7500 12 

基礎化学科 

飛行時間型質量分析装置 AutoflexIII 1 

四重極 GC 質量分析装置 SCION SQ 1 

X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA 4 

透過型電子顕微鏡 (200 kV) Technai G2 4 

高輝度 CCD 型単結晶構造解析装置 SMART APEX II ULTRA 1 

分子生物学科 

飛行時間型質量分析装置 AutoflexIII 4 

樹脂包埋ブロック作製 3 

超薄切片作製 7 

透過型電子顕微鏡 (120 kV) H-7500 7 

生体制御学科 

飛行時間型質量分析装置  AutoflexIII 13 

超薄切片作製 3 

透過型電子顕微鏡 (120kV)  H-7500 3 

機械工学科 低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （EDX） 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

- 64 - 

応用化学科 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM （FAB） 2 

X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA 1 

示差熱重量装置 TGDTA6200 3 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N 1 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （EDX） 4 

超高分解能走査型電子顕微鏡 S-4800 3 

透過型電子顕微鏡 (200 kV) Technai G2 8 

高輝度二次元Ｘ線回折装置 D8 DISCOVER 10 

蛍光 X 線分析装置 PW2400 2 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 TENSORⅡ 5 

機能材料工学科 

四重極 GC 質量分析装置 SCION SQ 14 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM （FAB） 2 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM + EDX） 1 

建設工学科 
X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA 9 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 TENSORⅡ 12 

環境共生学科 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM） 4 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM + EDX） 4 

超薄切片作製 27 

透過型電子顕微鏡 (120kV)  H-7500 27 

連携教員 低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM） 5 

科学分析支援センター 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM （EI） 2 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM （FAB） 6 

液体クロマトグラフ質量分析装置 NanoFrontier eLD 6 

X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA 2 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （EDX） 2 

高輝度二次元Ｘ線回折装置 D8 DISCOVER 4 

多機能粉末Ｘ線回折装置 D8 ADVANCE （中低温） 3 

多機能粉末Ｘ線回折装置 D8 ADVANCE （高温） 2 

顕微レーザーラマン分光光度計 inVia 1 

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 HYPERION 3000 2 

総計 284 
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平成 27 年度測定依頼分析実績（学外） 

 
設備名 件数 

核磁気共鳴装置 AV400 + Cryo 5 

飛行時間型質量分析装置 AutoflexⅢ 102 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM 4 

ナノフローLC 質量分析装置 NanoFrontier eLD 3 

X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA （サーベイ＋ナロー） 2 

示差熱重量／熱機械分析装置 TＧ/DTA-FTIR 2 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N 3 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM） 2 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （Cryo-SEM, 表面観察＋X 線元素分析） 14 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （X 線元素分析） 5 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N （表面観察＋X 線元素分析） 4 

超高分解能走査型電子顕微鏡 S-4800 1 

総計 177 
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《センターより》 

 

平成 27 年度元素依頼分析実績 

 

依頼者所属 性状 件数 合計 

基礎化学科 

CHNO のみ含有 10 

52 CHNO 以外の元素含有（F なし） 34 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 8 

応用化学科 

CHNO のみ含有 18 

47 CHNO 以外の元素含有（F なし） 19 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 10 

機能材料工学科 

CHNO のみ含有 3 

22 CHNO 以外の元素含有（F なし） 1 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 18 

科学分析支援センター 

CHNO のみ含有 27 

115 CHNO 以外の元素含有（F なし） 74 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 14 

学外依頼分析 

CHNO のみ含有 4 

6 CHNO 以外の元素含有（F なし） 2 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 0 

総計 

CHNO のみ含有 62 

242 CHNO 以外の元素含有（F なし） 130 

CHNO 以外の元素含有（F あり） 50 
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《センターより》 
 

平成 27 年度機器等利用実績まとめ 

 

装置名 
使用 

件数 

使用 

時間 

稼働 

日数 

核磁気共鳴装置 AVANCE300 5197 1556:35 251 

高感度核磁気共鳴装置 AVANCE400 2485 1321:20 245 

核磁気共鳴装置 AVANCE500 5418 1956:20 243 

核磁気共鳴装置 AVANCE500T 2888 1861:10 258 

電子常磁性共鳴装置 EMX6/1 155 260:10 106 

Pulse 電子常磁性共鳴装置(Laser) ELEXSYS580 69 337:45 64 

四重極 GC 質量分析装置 SCION SQ 138 466:30 107 

飛行時間型質量分析装置 AutoflexIII 614 539:05 195 

高分解能磁場型質量分析装置 JMS700AM 300 475:00 167 

液体クロマトグラフ質量分析装置 Mariner 48 50:05 44 

ナノフローLC 質量分析装置 NanoFrontier eLD 73 286:35 61 

X 線光電子分光装置 AXIS-NOVA 124 1950:20 103 

示差走査熱量分析装置 DSC 6200 228 1461:45 179 

示差熱重量／熱機械分析装置 TＧ/DTA-FTIR, TMA 163 606:00 110 

走査型プローブ顕微鏡 MultiMode 8 101 299:55 83 

高分解能走査型電子顕微鏡 S-4100 346 865:10 176 

汎用走査型電子顕微鏡 SU1510 360 944:50 161 

低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N 77 1044:40 70 

超高分解能走査型電子顕微鏡 S-4800 122 299:45 95 

透過型電子顕微鏡 (120kV) H-7500 38 247:00 38 

透過型電子顕微鏡 (200kV) Technai G2 20 17 138:00 17 

共焦点レーザー顕微鏡 FV1000-D 416 964:55 174 

誘導結合プラズマ発光分析装置 OPTIMA 5300DV 233 713:55 136 

卓上型粉末 X 線回折装置 (水平型)  D2 PHASER 422 468:40 174 

粉末 X 線回折装置 （水平型） UltimaⅢ 1681 1816:20 230 

蛍光 X 線分析装置 PW2400 94 253:10 67 

高輝度二次元 X 線回折装置 D8 DISCOVER 33 201:20 31 

多機能粉末 X 線回折装置 D8 ADVANCE 124 1294:25 102 

高速粉末 X 線回折装置 (水平型)  D8 ADVANCE ECO 603 835:35 192 

CCD 型単結晶構造解析装置 SMART APEX 23 200:50 21 

高輝度 CCD 型単結晶構造解析装置 SMART APEX II 182 2744:55 152 

顕微レーザーラマン分光光度計 inVia 346 582:30 175 

汎用フーリエ変換赤外分光光度 TENSOR II 213 296:10 125 

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 HYPERION 3000 10 40:30 10 

超音波顕微鏡 HSAM220 64 132:05 57 

高圧凍結装置 Leica EM HPM 100 4 28:00 4 

ウルトラミクロトーム Ultracut N 32 73:30 30 

凍結ウルトラミクロトーム UC7/FC7 49 232:00 47 

オスミウムコーター Neoc-STB 12 10:40 11 
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平成 27 年度機器等利用実績詳細 

 

核磁気共鳴装置 AVANCE300 使用実績 （稼働日数 251 日・使用時間 1557 時間） 

 

 

核磁気共鳴装置 AVANCE400 使用実績 （稼働日数 245 日・使用時間 1321 時間） 

 

 

核磁気共鳴装置 AVANCE500 使用実績 （稼働日数 243 日・使用時間 1956 時間） 

 

 

核磁気共鳴装置 AVANCE500T 使用実績 （稼働日数 258 日・使用時間 1861 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 133 106 176 105 94 175 147 143 171 125 78 30 1483
使用時間 34:00 31:45 50:15 28:25 27:45 48:30 35:40 37:40 46:15 32:15 21:45 7:35 401:50
使用回数 145 253 347 316 203 276 414 325 260 279 240 112 3170
使用時間 44:30 74:45 93:25 83:10 51:55 72:55 113:25 84:55 69:45 76:30 59:40 28:50 853:45
使用回数 5 8 15 8 3 7 6 19 14 18 11 2 116
使用時間 2:10 3:15 4:45 2:00 0:55 2:05 1:45 5:55 4:35 5:10 3:50 1:00 37:25
使用回数 24 45 34 17 21 24 47 38 32 46 76 24 428
使用時間 22:35 30:10 12:45 4:15 4:55 6:25 22:05 8:40 6:45 65:55 73:40 5:25 263:35

307 412 572 446 321 482 614 525 477 468 405 168 5197
103:15 139:55 161:10 117:50 85:30 129:55 172:55 137:10 127:20 179:50 158:55 42:50 1556:35

25 20 24 23 14 19 26 21 18 20 20 21 251
75 77 82 79 73 78 83 86 83 73 61 52 126

3F 核磁気共鳴室

理学部 基礎化学

工学部
応用化学

機能材料

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 91 100 116 154 113 145 168 203 217 176 92 67 1642
使用時間 41:50 41:50 61:35 71:15 55:30 72:10 59:25 76:20 87:20 71:35 38:15 30:25 707:30
使用回数 14 21 33 43 38 38 55 64 54 67 51 16 494
使用時間 5:10 8:50 15:05 11:50 14:10 11:40 15:30 14:20 15:30 19:35 15:55 5:15 152:50
使用回数 9 15 25 26 12 10 23 28 20 17 20 6 211
使用時間 7:15 8:25 12:10 11:45 19:30 4:40 24:35 16:40 12:20 9:45 9:15 2:10 138:30
使用回数 10 10 15 22 12 10 13 12 12 11 7 4 138
使用時間 17:55 18:10 19:45 6:35 67:15 5:10 8:20 6:35 111:10 18:10 42:55 0:30 322:30

124 146 189 245 175 203 259 307 303 271 170 93 2485
72:10 77:15 108:35 101:25 156:25 93:40 107:50 113:55 226:20 119:05 106:20 38:20 1321:20

22 19 23 23 13 22 20 20 20 21 21 21 245
20 26 29 26 27 26 25 25 28 29 28 15 39

3F 核磁気共鳴室

理学部 基礎化学

工学部
応用化学

機能材料

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 183 260 326 216 167 260 303 254 211 240 232 182 2834
使用時間 79:00 88:10 97:50 66:50 55:05 74:05 112:00 94:35 73:15 77:35 91:50 62:50 973:05
使用回数 62 66 89 91 76 104 121 105 101 107 79 78 1079
使用時間 17:55 20:10 23:35 25:20 25:35 26:55 35:10 28:40 28:35 32:40 26:40 20:30 311:45
使用回数 62 58 123 78 41 85 115 89 88 91 73 34 937
使用時間 22:20 26:00 51:10 37:35 14:45 31:45 43:20 42:35 41:25 47:05 41:40 12:15 411:55
使用回数 1 2 1 4
使用時間 0:20 1:20 0:40 2:20
使用回数 28 33 68 48 43 47 49 56 58 73 34 27 564
使用時間 8:20 11:55 21:20 15:30 25:50 68:10 11:35 14:25 41:55 22:05 9:35 6:35 257:15

335 417 606 433 327 496 588 505 460 512 418 321 5418
127:35 146:15 193:55 145:15 121:15 200:55 202:05 180:35 186:30 180:05 169:45 102:10 1956:20

22 19 23 22 13 19 24 20 19 19 21 22 243
71 83 79 76 68 74 85 84 81 72 69 49 131

3F 核磁気共鳴室

理学部 基礎化学

工学部
応用化学

機能材料

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

総合技術支援センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 59 99 172 146 32 114 190 144 119 113 87 42 1317
使用時間 20:35 30:30 65:50 54:35 12:40 44:30 76:10 59:55 68:30 45:20 44:00 19:40 542:15
使用回数 98 128 131 81 24 66 96 95 95 84 113 102 1113
使用時間 39:05 38:45 44:15 27:50 8:05 20:05 32:40 31:10 29:35 24:15 43:10 36:05 375:00
使用回数 5 6 14 30 4 20 25 41 26 32 14 7 224
使用時間 2:10 4:05 5:00 11:40 1:40 7:45 8:35 18:45 9:00 17:05 7:05 2:30 95:20
使用回数 18 15 27 24 13 17 19 22 18 25 21 15 234
使用時間 111:15 4:35 45:05 46:25 232:10 79:40 55:10 47:55 106:55 97:05 17:55 4:25 848:35

180 248 344 281 73 217 330 302 258 254 235 166 2888
173:05 77:55 160:10 140:30 254:35 152:00 172:35 157:45 214:00 183:45 112:10 62:40 1861:10

21 20 26 26 11 20 25 22 17 19 25 26 258
30 26 35 36 22 26 33 35 35 29 26 24 44使用人数

3F 核磁気共鳴室

理学部 基礎化学

工学部
応用化学

機能材料

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
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電子常磁性共鳴装置 EMX6/1 使用実績 （稼働日数 106 日・使用時間 260 時間） 

 

 

Pulse 電子常磁性共鳴装置（Laser） ELEXSYS580 使用実績 （稼働日数 64 日・使用時間 338 時間） 

 

 

四重極 GC 質量分析装置 SCION SQ 使用実績 （稼働日数 107 日・使用時間 467 時間） 

 
 

飛行時間型質量分析装置 AutoflexIII 使用実績 （稼働日数 195 日・使用時間 539 時間） 

 
 
高分解能磁場型質量分析装置 JMS-700AM 使用実績 （稼働日数 167 日・使用時間 475 時間） 

 
 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 8 12 10 3 1 13 18 19 20 13 17 3 137
使用時間 5:55 11:20 7:50 2:50 2:00 9:10 14:10 52:25 32:35 45:05 25:00 3:10 211:30
使用回数 1 1 2
使用時間 1:00 1:30 2:30
使用回数 1 1 1 5 3 3 2 16
使用時間 4:00 3:00 2:00 14:00 9:00 9:00 5:10 46:10

9 13 10 3 1 15 23 22 23 14 19 3 155
9:55 14:20 7:50 2:50 2:00 12:10 28:10 61:25 41:35 46:35 30:10 3:10 260:10

5 8 8 3 1 12 16 13 15 11 11 3 106
4 7 4 2 1 5 5 9 6 7 5 3 17

4F X線実験室

科学分析支援センター

基礎化学理学部

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

工学部 機能材料

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 5 8 9 7 2 1 3 6 4 5 6 1 57
使用時間 29:00 39:30 29:30 25:00 5:00 8:00 8:50 20:00 22:00 39:00 21:35 2:00 249:25
使用回数 1 1
使用時間 4:00 4:00
使用回数 1 2 1 1 2 4 11
使用時間 2:00 19:30 9:45 7:30 8:20 37:15 84:20

6 8 9 9 3 2 3 9 4 9 6 1 69
31:00 39:30 29:30 44:30 14:45 15:30 8:50 32:20 22:00 76:15 21:35 2:00 337:45

5 8 9 7 3 2 3 7 4 9 6 1 64
3 2 2 4 3 2 2 5 3 3 1 1 7

合計

稼働日数
使用人数

4F X線実験室

基礎化学

科学分析支援センター

理学部

使用回数
使用時間

工学部 応用化学

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 12 11 6 13 7 11 21 11 10 11 14 11 138
使用時間 50:10 53:10 31:45 52:25 28:30 31:40 65:35 44:30 25:45 30:10 30:35 22:15 466:30

12 11 6 13 7 11 21 11 10 11 14 11 138
50:10 53:10 31:45 52:25 28:30 31:40 65:35 44:30 25:45 30:10 30:35 22:15 466:30

8 8 5 9 6 8 13 9 9 10 12 10 107
2 2 1 1 1 1 2 2 3 1 2 2 3

稼働日数
使用人数

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

3F 質量分析室(1)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 5 6 4 9 20 24 20 13 9 12 122
使用時間 4:30 6:45 2:20 6:50 16:30 14:55 10:25 8:15 7:40 7:10 85:20
使用回数 2 1 2 3 2 2 12
使用時間 3:00 2:00 1:45 4:30 2:00 1:50 15:05
使用回数 10 12 11 15 10 3 11 5 13 8 10 108
使用時間 5:10 8:15 7:30 8:50 4:55 1:10 6:20 5:30 12:35 5:50 5:40 71:45
使用回数 3 16 29 23 8 24 35 28 25 19 4 11 225
使用時間 1:30 7:25 18:50 10:50 5:40 16:55 23:40 20:25 17:30 14:10 2:00 4:35 143:30
使用回数 1 1
使用時間 2:00 2:00
使用回数 6 16 19 24 9 15 9 16 12 11 9 146
使用時間 8:10 20:40 34:00 27:45 11:45 18:00 19:10 31:40 19:00 17:50 13:25 221:25

19 49 66 68 37 64 82 69 65 49 4 42 614
14:50 40:50 69:05 52:45 31:10 54:20 68:35 68:00 59:20 47:20 2:00 30:50 539:05

13 17 22 21 12 19 21 19 14 15 2 20 195
7 15 15 18 13 17 19 16 18 16 3 13 33

機能材料

応用化学

科学分析支援センター

合計
使用回数

3F 質量分析室(1)

分子生物

基礎化学

工学部

使用時間
稼働日数
使用人数

理学部

戦略的
研究部門

グリーン
・環境

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 19 5 10 19 11 4 9 6 17 12 7 2 121
使用時間 5:25 2:00 4:10 9:00 3:00 1:40 1:40 1:15 3:55 8:45 4:00 0:20 45:10
使用回数 2 6 8 7 3 8 7 6 5 6 5 6 69
使用時間 9:30 26:05 25:55 17:40 12:15 24:25 28:15 15:25 20:00 17:45 23:20 21:00 241:35
使用回数 1 3 11 6 1 8 8 9 5 10 10 3 75
使用時間 3:00 6:40 17:10 8:45 2:45 8:40 7:15 11:25 4:55 17:25 14:15 3:30 105:45
使用回数 2 1 3 4 4 4 12 5 35
使用時間 12:00 1:30 4:35 5:00 9:50 6:45 29:30 13:20 82:30

24 14 29 33 18 20 28 21 31 32 34 16 300
29:55 34:45 47:15 36:55 22:35 34:45 42:10 28:05 38:40 50:40 71:05 38:10 475:00

12 11 18 18 11 15 17 12 13 14 15 11 167
5 6 4 7 5 4 5 5 4 7 8 6 12

基礎化学

応用化学

機能材料

3F 質量分析室(1)

科学分析支援センター

理学部

工学部

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数
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液体クロマトグラフ質量分析装置 Mariner 使用実績 （稼働日数 44 日・使用時間 50 時間） 

 
 
ナノフローLC 質量分析装置 Nanofrontier-eLD 使用実績 （稼働日数 61 日・使用時間 287 時間） 

 

 

X 線光電子分析装置 AXIS-NOVA 使用実績 （稼働日数 103 日・使用時間 1950 時間） 

 
 

示差走査熱量分析装置 DSC 6200 使用実績 （稼働日数 179 日・使用時間 1462 時間） 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 10 2 4 8 8 4 12 48
使用時間 6:00 1:40 3:25 12:50 6:45 3:40 15:45 50:05

10 2 4 8 8 4 12 48
6:00 1:40 3:25 12:50 6:45 3:40 15:45 50:05

9 2 4 8 6 4 11 44
1 1 1 4 3 2 3 5

3F 質量分析室(1)

稼働日数
使用人数

応用化学工学部

合計
使用回数
使用時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 4 4 5 4 5 2 3 1 28
使用時間 15:05 24:00 28:45 14:10 30:35 2:00 20:35 3:00 138:10
使用回数 2 5 7 1 1 5 1 22
使用時間 2:30 7:25 8:10 1:30 1:30 6:55 1:00 29:00
使用回数 1 1
使用時間 5:00 5:00
使用回数 4 2 6 3 4 1 2 22
使用時間 38:30 2:20 43:15 3:50 17:00 4:00 5:30 114:25

6 7 17 8 5 10 5 6 3 3 3 73
41:00 9:45 66:30 29:20 28:45 37:40 6:55 34:35 3:00 20:35 8:30 286:35

5 5 13 7 5 9 5 5 2 2 3 61
4 5 6 5 2 6 2 4 3 2 3 17使用人数

応用化学

機能材料

4F 質量分析室(2)

稼働日数

科学分析支援センター

理学部

合計
使用回数
使用時間

工学部

基礎化学

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 2 8 7 1 2 4 4 4 2 1 35
使用時間 16:25 42:20 107:25 0:30 45:45 45:55 44:20 61:00 11:30 3:50 379:00
使用回数 2 2 1 2 7
使用時間 28:30 35:00 15:30 30:30 109:30
使用回数 4 2 2 7 2 2 2 1 3 3 1 29
使用時間 53:00 32:00 36:00 97:30 17:25 20:00 48:00 24:00 26:10 14:00 2:00 370:05
使用回数 1 2 3 4 1 4 1 3 6 1 26
使用時間 24:00 19:00 36:00 82:00 27:00 96:00 24:00 30:10 113:30 24:00 475:40
使用回数 7 4 2 1 4 1 1 3 2 1 1 27
使用時間 83:00 163:00 53:00 24:00 6:25 33:00 48:00 104:00 12:40 57:00 32:00 616:05

14 16 16 15 10 3 11 10 10 6 11 2 124
176:25 256:20 260:55 239:00 112:05 63:30 209:55 220:20 127:50 94:40 163:20 26:00 1950:20

12 11 15 13 7 3 10 9 7 6 8 2 103
6 9 10 11 7 2 8 6 7 4 8 2 21

4F X線実験室

理学部 基礎化学

工学部

電気電子

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

応用化学

機能材料

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 3 1 1 1 5 1 12
使用時間 19:30 0:30 4:50 6:00 33:15 10:00 74:05
使用回数 4 4
使用時間 18:30 18:30
使用回数 11 13 9 7 9 13 10 11 6 8 6 1 104
使用時間 76:30 82:15 48:00 24:30 55:00 68:30 59:30 75:20 58:00 60:55 42:00 4:00 654:30
使用回数 1 10 3 3 5 11 10 13 14 9 1 80
使用時間 4:00 51:35 18:30 27:00 38:30 60:10 60:20 60:15 82:30 73:00 1:40 477:30
使用回数 3 1 1 5 5 7 1 5 28
使用時間 24:00 13:00 4:40 29:20 53:05 51:15 6:05 55:45 237:10

14 15 22 12 12 19 26 26 26 28 25 3 228
100:30 99:15 119:05 48:10 82:00 111:50 149:00 188:45 169:30 174:00 204:00 15:40 1461:45

13 14 19 10 9 16 20 21 16 17 21 3 179
5 6 7 5 5 7 10 9 11 11 10 3 18

4F 材料解析室(1)

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

科学分析支援センター

応用化学

機能材料

工学部

機械

理学部 基礎化学
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示差熱重量／熱機械分析装置 TG/DTA-FTIR, TMA 使用実績 （稼働日数 110 日・使用時間 606 時間） 

 

 

走査型プローブ顕微鏡 MultiMode 8 使用実績 （稼働日数 83 日・使用時間 300 時間） 

 

 

高分解能走査型電子顕微鏡 S-4100 使用実績 （稼働日数 176 日・使用時間 865 時間） 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 2 2 1 5
使用時間 8:00 5:45 2:00 15:45
使用回数 3 2 4 3 5 6 10 1 3 37
使用時間 8:35 9:00 13:30 25:45 12:40 16:35 26:30 6:00 7:00 125:35
使用回数 1 9 12 6 2 14 7 17 17 8 7 100
使用時間 1:40 40:00 49:25 17:30 9:00 47:00 19:40 44:25 60:45 27:25 27:00 343:50
使用回数 3 2 2 1 4 2 5 2 21
使用時間 14:00 44:20 11:00 4:30 13:30 10:30 11:30 11:30 120:50

7 15 18 6 7 16 16 25 32 11 10 163
24:15 101:20 73:55 17:30 40:30 53:30 45:50 71:30 98:45 44:55 34:00 606:00

4 11 14 6 5 13 11 12 17 10 7 110
5 8 7 2 3 7 8 10 14 10 6 23

理学部 基礎化学

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4F 材料解析室(1)

工学部
応用化学

機能材料

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 2 3 4 3 1 1 1 1 2 18
使用時間 4:55 9:45 14:00 11:50 3:30 3:00 4:00 1:10 6:35 58:45
使用回数 3 6 1 6 4 7 10 12 11 6 66
使用時間 6:50 14:25 3:15 20:30 10:05 16:30 19:20 27:30 36:30 11:15 166:10
使用回数 2 1 4 1 2 1 11
使用時間 6:00 4:00 14:00 4:00 8:00 4:00 40:00
使用回数 1 1
使用時間 2:00 2:00
使用回数 1 1 1 1 1 5
使用時間 6:00 6:00 9:00 6:00 6:00 33:00

9 5 14 5 7 6 10 12 13 14 6 101
25:45 19:45 42:25 24:05 26:30 17:35 27:30 29:20 28:40 47:05 11:15 299:55

8 5 11 5 6 5 8 9 10 11 5 83
7 5 5 3 3 4 6 4 6 6 3 13使用人数

合計
使用回数
使用時間

稼働日数

総合技術支援センター

電気電子

科学分析支援センター

機能材料
工学部

4F 材料解析室(1)

理学部 基礎化学

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 3 2 5 2 6 10 18 9 13 14 4 87
使用時間 2:30 8:30 3:55 11:15 6:05 17:05 32:30 41:50 17:20 32:30 39:25 7:20 220:15
使用回数 4 5 4 1 14
使用時間 11:30 10:00 13:00 4:00 38:30
使用回数 6 7 18 15 9 12 13 14 15 23 23 6 161
使用時間 14:30 20:40 42:10 39:20 20:30 34:00 36:00 32:15 40:35 60:55 71:05 15:30 427:30
使用回数 3 3 3 1 4 4 2 3 23
使用時間 5:00 6:00 6:00 3:00 8:30 8:30 4:00 6:00 47:00
使用回数 1 2 1 6 1 7 5 4 8 3 3 41
使用時間 0:40 3:45 2:30 12:45 1:30 15:25 10:30 5:20 12:10 3:30 1:30 69:35
使用回数 3 5 1 2 1 12
使用時間 10:30 12:45 1:00 4:05 2:30 30:50
使用回数 3 2 2 1 8
使用時間 10:00 10:00 10:00 1:30 31:30

11 15 30 31 14 29 32 46 39 47 41 11 346
22:40 38:55 75:05 76:05 32:05 75:00 93:05 109:25 84:05 118:25 116:00 24:20 865:10

10 10 17 18 8 15 20 19 14 18 18 9 176
6 9 12 10 9 10 11 15 11 15 11 8 22

3F 分析電子顕微鏡室

稼働日数
使用人数

機能材料

理学部

環境共生

基礎化学

使用時間

科学分析支援センター

合計
使用回数

総合技術支援センター

電気電子

工学部
応用化学
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汎用走査型電子顕微鏡 SU1510 使用実績 （稼働日数 161 日・使用時間 945 時間） 

 
 
低温低真空走査型電子顕微鏡 S-3400N 使用実績 （稼働日数 70 日・使用時間 1045 時間） 

 
 
超高分解能走査型電子顕微鏡 S-4800 使用実績 （稼働日数 95 日・使用時間 300 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 7 1 2 2 3 3 1 19
使用時間 7:00 2:00 10:00 6:00 12:00 12:00 4:00 53:00
使用回数 7 10 4 9 4 2 1 2 1 40
使用時間 21:50 24:00 7:05 30:45 10:00 4:00 1:30 6:00 1:30 106:40
使用回数 3 2 6 7 7 6 1 1 33
使用時間 9:00 5:10 14:00 15:00 22:00 13:30 2:00 2:00 82:40
使用回数 5 9 8 11 6 10 7 1 57
使用時間 11:20 21:40 17:05 26:40 14:50 21:30 20:00 3:00 136:05
使用回数 23 18 13 27 19 13 13 7 1 134
使用時間 66:35 24:40 21:00 49:30 48:00 36:30 33:30 18:00 3:00 300:45
使用回数 8 3 1 12
使用時間 13:25 5:30 2:00 20:55
使用回数 2 3 5 1 1 12
使用時間 6:00 6:15 17:00 2:00 2:30 33:45
使用回数 5 2 10 13 3 2 5 7 1 2 1 2 53
使用時間 22:00 4:00 30:30 56:00 13:00 10:00 25:00 32:30 3:00 6:00 4:00 5:00 211:00

5 2 10 45 46 34 62 51 41 38 18 8 360
22:00 4:00 30:30 150:25 89:00 73:10 163:20 140:10 108:15 93:30 50:00 20:30 944:50

4 2 8 20 13 18 22 19 17 18 14 6 161
2 2 3 17 21 15 21 20 20 13 10 7 39

稼働日数
使用人数

物理

応用化学

基礎化学

工学部

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

機能材料

電気電子

環境共生

理学部

総合技術支援センター

3F 分析電子顕微鏡室

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 2 3 3 3 13
使用時間 50:00 69:00 14:00 15:00 10:00 12:00 170:00
使用回数 2 1 3 2 1 9
使用時間 31:00 100:00 118:00 94:30 86:00 429:30
使用回数 1 1 2 1 2 7
使用時間 2:00 4:00 6:30 3:00 9:00 24:30
使用回数 3 2 1 6
使用時間 11:00 8:00 0:45 19:45
使用回数 1 2 1 1 1 2 8
使用時間 2:00 4:00 2:00 2:00 2:00 2:50 14:50
使用回数 5 1 4 3 1 1 2 1 10 1 2 3 34
使用時間 173:00 8:00 60:45 7:30 4:20 6:00 9:00 57:00 30:30 4:00 12:00 14:00 386:05

6 3 8 6 2 1 8 7 14 5 6 11 77
175:00 14:00 121:45 107:30 104:20 6:00 27:30 191:00 48:30 101:15 24:00 123:50 1044:40

5 3 8 6 2 1 8 6 10 5 6 10 70
3 3 5 3 2 1 5 4 3 4 4 5 10

応用化学

稼働日数
使用人数

分子生物

科学分析支援センター

機能材料

環境共生

合計
使用回数
使用時間

3F 分析電子顕微鏡室(2)

工学部

理学部

教育 教育理科

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 2 3
使用時間 2:30 7:00 9:30
使用回数 1 2 6 4 1 3 1 3 1 2 24
使用時間 2:00 3:00 13:20 8:00 2:00 6:30 2:00 5:00 2:00 7:00 50:50
使用回数 1 3 4
使用時間 1:30 4:30 6:00
使用回数 2 2 2 3 5 9 9 13 7 7 3 1 63
使用時間 3:00 3:00 3:30 6:00 11:20 19:25 19:55 25:50 15:00 21:00 6:30 3:00 137:30
使用回数 1 4 2 3 10
使用時間 1:05 2:50 1:30 2:00 7:25
使用回数 1 7 2 2 1 1 3 1 18
使用時間 6:00 46:30 12:30 7:00 2:00 1:00 11:30 2:00 88:30

5 4 9 14 14 11 13 19 15 7 8 3 122
13:30 6:00 50:00 40:20 30:50 22:30 28:25 31:40 33:00 21:00 12:30 10:00 299:45

4 4 7 11 9 8 11 12 12 7 8 2 95
4 3 2 6 6 5 5 6 7 2 5 2 10

電気電子

理学部

稼働日数

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

応用化学

使用人数

分子生物

機能材料

環境共生

1F 高分解能電子顕微鏡室

工学部
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透過型分析電子顕微鏡（120kV） H-7500 使用実績 （稼働日数 38 日・使用時間 247 時間） 

 

 

透過型電子顕微鏡（200kV） Technai G2 使用実績 （稼働日数 17 日・使用時間 138 時間） 

 

 

共焦点レーザー顕微鏡 FV1000-D 使用実績 （稼働日数 174 日・使用時間 965 時間） 

 

 

誘導結合プラズマ発光分析装置 OPTIMA 5300DV 使用実績 （稼働日数 136 日・使用時間 714 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 1 5 8
使用時間 2:00 5:00 5:00 13:00 25:00
使用回数 1 1 1 3
使用時間 8:00 8:00 3:00 19:00
使用回数 1 1 3 6 1 6 1 3 5 27
使用時間 8:00 8:00 24:00 46:00 8:00 48:00 7:00 20:00 34:00 203:00

1 1 3 6 3 6 1 4 7 1 5 38
8:00 8:00 24:00 46:00 18:00 48:00 7:00 28:00 42:00 5:00 13:00 247:00

1 1 3 6 3 6 1 4 7 1 5 38
1 1 1 1 3 1 1 2 3 1 1 3

理科教育教育学部

分子生物

科学分析支援センター

理学部2号館　生体電子顕微鏡室

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

理学部

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 2 2 1 5 2 1 3 17
使用時間 12:00 13:00 16:00 4:00 46:00 12:00 7:00 28:00 138:00

1 2 2 1 5 2 1 3 17
12:00 13:00 16:00 4:00 46:00 12:00 7:00 28:00 138:00

1 2 2 1 5 2 1 3 17
1 1 2 1 2 1 1 2 3

1F 高分解能電子顕微鏡室

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 3 2 1 1 8
使用時間 1:30 6:00 2:30 1:00 2:00 13:00
使用回数 4 1 8 8 5 3 4 6 5 44
使用時間 6:30 4:00 18:30 12:30 10:00 5:00 15:30 12:30 10:30 95:00
使用回数 1 9 17 25 7 22 19 21 28 23 7 10 189
使用時間 8:00 26:00 32:55 48:30 21:10 53:25 48:40 42:50 64:45 55:10 12:15 27:00 440:40
使用回数 3 3 13 6 11 7 8 4 8 2 2 67
使用時間 9:30 5:00 34:05 18:00 21:30 10:45 14:10 6:10 11:50 4:00 4:00 139:00
使用回数 1 2 3 8 6 1 6 5 2 4 38
使用時間 2:00 2:00 3:30 17:30 11:50 1:30 8:30 12:00 4:00 8:30 71:20
使用回数 1 1 2
使用時間 1:30 1:00 2:30
使用回数 6 8 6 2 6 10 9 5 7 7 2 68
使用時間 33:00 24:00 20:30 6:00 15:00 19:45 14:40 21:00 23:00 13:00 13:30 203:25

5 20 29 47 19 58 52 44 47 48 24 23 416
14:30 72:00 62:55 109:05 50:10 131:55 106:00 83:10 106:25 119:30 45:45 63:30 964:55

3 10 16 21 11 19 20 17 16 15 13 13 174
5 10 12 17 9 19 17 17 13 15 11 9 33

科学分析支援センター

分子生物

生体制御

機能材料工学部

4F 共焦点レーザー顕微鏡室

理学部

基礎化学

環境共生

応用化学

合計
使用回数
使用時間

使用人数
稼働日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 3 1 4 5 3 4 20
使用時間 5:00 3:10 9:40 9:15 7:25 12:40 47:10
使用回数 1 1 2 1 1 6
使用時間 3:00 4:20 7:00 3:20 4:00 21:40
使用回数 1 2 3
使用時間 1:00 8:00 9:00
使用回数 1 5 13 9 2 4 13 1 6 12 11 77
使用時間 4:00 10:30 35:30 25:35 8:00 13:00 34:30 4:00 20:30 41:30 35:00 232:05
使用回数 6 7 11 1 2 9 4 40
使用時間 17:00 19:30 26:15 4:00 8:00 29:00 11:30 115:15
使用回数 5 1 6 4 7 9 3 1 36
使用時間 7:25 4:00 23:20 12:30 23:15 41:00 6:00 4:00 121:30
使用回数 3 5 5 7 3 4 7 5 3 3 3 3 51
使用時間 11:45 14:40 14:15 25:30 9:00 13:45 23:30 14:20 7:30 12:30 10:00 10:30 167:15

4 11 18 24 15 17 41 13 24 36 25 5 233
15:45 26:10 49:45 63:30 48:10 54:35 117:15 41:50 71:50 131:25 75:10 18:30 713:55

3 8 12 13 11 12 21 9 14 17 11 5 136
2 5 4 10 7 7 14 7 13 12 11 4 26

建設

環境共生

教育学部

稼働日数
使用人数

4F　分光室

合計
使用回数
使用時間

科学分析支援センター

基礎化学

理科教育

分子生物

応用化学

工学部

理学部
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卓上型粉末 X 線回折装置（水平型） D2 PHASER 使用実績 （稼働日数 174 日・使用時間 469 時間） 

 
 

粉末 X 線回折装置 （水平型） UltimaIII 使用実績 （稼働日数 230 日・使用時間 1816 時間） 

 
 
蛍光 X 線分析装置 PW2400 使用実績 （稼働日数 67 日・使用時間 253 時間） 

 

 

高輝度二次元 X 線回折装置 D8 DISCOVER 使用実績 （稼働日数 31 日・使用時間 201 時間） 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 7 3 1 2 4 2 4 2 1 7 34
使用時間 2:00 8:00 2:05 1:30 2:05 5:00 1:45 4:30 1:40 0:30 11:30 40:35
使用回数 6 6 1 7 23 19 19 21 26 12 140
使用時間 7:45 7:30 1:05 4:40 21:00 14:25 14:25 15:25 18:15 10:30 115:00
使用回数 9 13 16 8 11 12 10 30 25 36 10 7 187
使用時間 7:35 14:25 16:50 8:25 14:15 14:00 9:00 35:20 29:10 36:55 7:15 6:30 199:40
使用回数 1 2 1 4 2 2 5 9 6 8 17 4 61
使用時間 2:00 2:30 2:00 6:00 4:00 6:30 17:00 21:30 20:20 13:10 16:05 2:20 113:25

11 22 26 19 16 21 42 60 54 67 54 30 422
11:35 24:55 28:40 23:25 21:25 25:10 52:00 73:00 68:25 67:10 42:05 30:50 468:40

10 13 13 10 9 8 19 19 17 18 19 19 174
5 11 11 10 9 10 14 19 13 16 12 11 35

応用化学

機能材料

4F X線実験室

稼働日数

基礎化学理学部

工学部

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 4 4
使用時間 5:00 5:00
使用回数 1 4 2 1 3 1 1 7 9 10 3 1 43
使用時間 1:00 7:00 2:00 1:00 7:00 2:00 1:00 7:00 8:10 10:00 3:00 0:15 49:25
使用回数 28 33 66 74 37 96 93 86 60 88 73 22 756
使用時間 29:20 36:00 62:40 78:00 37:45 91:15 89:40 81:15 59:30 89:00 72:30 24:10 751:05
使用回数 64 84 117 84 45 46 90 76 81 60 43 4 794
使用時間 74:20 97:20 127:05 111:45 54:10 49:15 112:35 76:00 79:50 60:00 42:30 9:30 894:20
使用回数 4 2 2 2 2 11 8 7 8 15 61
使用時間 6:00 1:30 2:00 2:00 2:00 10:30 8:00 7:00 8:00 15:00 62:00
使用回数 1 1 2 3 7
使用時間 1:00 1:00 2:00 3:00 7:00
使用回数 3 5 4 2 1 1 16
使用時間 9:00 15:30 12:00 6:00 1:00 4:00 47:30

96 131 195 163 86 145 186 182 160 165 130 42 1681
113:40 162:50 210:15 198:45 99:55 144:30 205:15 179:45 157:30 166:00 129:00 48:55 1816:20

20 18 22 22 14 19 22 19 17 18 20 19 230
33 39 48 48 33 38 43 45 44 40 38 15 92

基礎化学

4F X線実験室

電気電子

応用化学

機能材料

環境共生

理学部

工学部

建設

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 5 5 6 3 4 8 9 8 14 4 67
使用時間 2:00 11:15 19:00 21:20 5:45 17:45 22:35 21:50 22:30 24:10 6:00 174:10
使用回数 1 1 2
使用時間 4:00 4:30 8:30
使用回数 2 3 3 1 1 4 1 1 16
使用時間 7:30 6:00 5:00 3:30 6:00 15:30 1:30 2:00 47:00
使用回数 1 1 2 4
使用時間 2:00 2:00 2:30 6:30
使用回数 2 1 1 1 5
使用時間 9:00 2:30 1:30 4:00 17:00

5 8 7 10 3 5 10 10 8 19 6 3 94
18:30 17:15 25:30 27:50 5:45 21:15 32:35 26:20 22:30 41:40 9:30 4:30 253:10

4 5 6 7 3 4 6 6 7 14 3 2 67
3 2 3 4 1 2 3 4 3 5 5 2 10

科学分析支援センター

応用化学

建設

環境共生

工学部

4F X線実験室

機能材料

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 1 1 1 5 5 6 2 23
使用時間 3:00 5:30 8:00 0:30 4:40 24:30 27:00 43:40 5:30 122:20
使用回数 3 1 1 1 2 1 1 10
使用時間 27:30 8:00 3:30 8:00 18:00 4:00 10:00 79:00

4 2 2 2 3 6 5 7 2 33
30:30 13:30 11:30 8:30 22:40 28:30 27:00 53:40 5:30 201:20

4 2 2 2 3 5 4 7 2 31
2 2 2 2 2 4 2 3 2 5使用人数

4F X線実験室

科学分析支援センター

工学部 機能材料

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
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多機能粉末 X 線回折装置 D8 ADVANCE 使用実績 （稼働日数 102 日・使用時間 1294 時間） 

 

 

高速粉末 X 線回折装置（水平型） D8 ADVANCE ECO 使用実績 （稼働日数 192 日・使用時間 836 時間） 

 
 

CCD 型単結晶構造解析装置 SMART APEX 使用実績 （稼働日数 21 日・使用時間 201 時間） 

 
 
高輝度 CCD 型単結晶構造解析装置 SMART APEX II 使用実績 （稼働日数 152 日・使用時間 2745 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 2 2
使用時間 48:00 48:00
使用回数 1 7 3 10 5 2 3 5 3 3 3 45
使用時間 10:00 54:00 13:00 97:00 58:30 13:00 65:00 38:00 13:50 14:00 16:00 392:20
使用回数 1 1 1 3 8 6 5 3 28
使用時間 3:50 6:00 4:00 10:25 41:00 47:30 26:00 13:30 152:15
使用回数 1 6 1 3 2 4 4 3 8 5 6 6 49
使用時間 50:30 166:40 25:00 59:30 33:00 31:00 48:20 21:30 127:55 43:30 63:40 31:15 701:50

2 9 8 7 12 9 7 9 21 14 14 12 124
60:30 218:30 79:00 78:30 130:00 89:30 65:20 96:55 206:55 104:50 103:40 60:45 1294:25

2 8 8 6 11 7 7 6 14 13 11 9 102
2 4 2 4 3 4 3 5 9 7 6 4 13

4F X線実験室

応用化学

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

工学部
機能材料

理学部 基礎化学

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 7 1 1 3 1 13
使用時間 8:25 1:00 1:40 2:25 1:00 14:30
使用回数 4 17 6 6 33
使用時間 4:00 16:10 7:00 5:50 33:00
使用回数 5 15 23 75 44 28 95 87 56 48 46 22 544
使用時間 4:55 23:10 36:50 104:00 57:55 34:35 122:05 100:35 69:30 47:25 38:25 21:40 661:05
使用回数 1 2 3 2 1 1 2 1 13
使用時間 6:00 47:00 51:00 3:00 2:00 8:00 7:00 3:00 127:00

6 17 30 78 45 29 104 105 62 56 48 23 603
10:55 70:10 45:15 155:00 58:55 36:15 131:30 118:45 76:30 62:15 45:25 24:40 835:35

6 12 13 22 13 16 22 19 17 17 19 16 192
3 6 14 17 11 13 21 18 15 18 11 9 34

応用化学

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

4F X線実験室

稼働日数
使用人数

工学部
機能材料

基礎化学理学部

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 4 1 4 3 1 2 1 18
使用時間 9:00 10:30 52:50 1:35 43:00 16:05 6:00 2:50 12:00 153:50
使用回数 1 2 1 1 5
使用時間 8:00 10:00 2:00 27:00 47:00

1 2 6 2 4 3 1 2 2 23
9:00 18:30 62:50 3:35 43:00 16:05 6:00 2:50 39:00 200:50

1 2 6 1 4 2 1 2 2 21
1 2 2 2 1 1 1 1 2 5

4F　単結晶X線実験室

稼働日数
使用人数

科学分析支援センター

基礎化学

合計
使用回数
使用時間

理学部

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 5 7 3 10 1 6 7 13 7 11 9 5 84
使用時間 32:00 82:25 41:00 122:40 1:30 117:30 144:00 187:15 97:00 185:40 109:20 54:15 1174:35
使用回数 1 2 3 5 1 7 3 3 2 1 1 29
使用時間 12:00 31:30 49:00 52:05 20:00 121:30 41:00 31:00 24:00 12:00 12:00 406:05
使用回数 1 1 3 5
使用時間 1:10 0:35 64:05 65:50
使用回数 4 3 7 9 4 9 9 5 8 3 3 64
使用時間 33:10 16:10 143:30 181:50 137:00 130:30 108:55 75:00 151:10 74:30 46:40 1098:25

10 12 13 24 1 11 24 26 15 24 13 9 182
77:10 130:05 233:30 356:35 1:30 274:30 397:10 337:45 203:00 424:55 195:50 112:55 2744:55

10 11 12 17 1 10 21 20 13 18 11 8 152
4 5 3 6 1 7 7 8 6 7 5 5 9

応用化学

環境共生
工学部

合計
使用回数
使用時間

理学部

科学分析支援センター

基礎化学

4F　単結晶X線実験室

稼働日数
使用人数
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顕微レーザーラマン分光光度計 inVia 使用実績 （稼働日数 175 日・使用時間 583 時間） 

 

 

汎用フーリエ変換赤外分光光度計 TENSOR II 使用実績 （稼働日数 125 日・使用時間 296 時間） 

 

 

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 HYPERION 3000 使用実績 （稼働日数 10 日・使用時間 41 時間） 

 

 

超音波顕微鏡 HSAM220 使用実績 （稼働日数 57 日・使用時間 132 時間） 

 

 

高圧凍結装置 Leica EM HPM 100 使用実績 （稼働日数 4 日・使用時間 28 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 7 9 2 9 6 10 16 12 6 7 3 87
使用時間 13:45 10:55 3:00 11:20 11:00 13:05 20:05 19:05 7:20 11:55 6:30 128:00
使用回数 5 4 1 1 2 2 9 4 28
使用時間 3:40 5:10 1:00 4:00 4:00 8:00 28:25 5:15 59:30
使用回数 2 14 4 3 23
使用時間 2:00 45:00 7:00 5:30 59:30
使用回数 11 13 29 18 18 10 19 23 12 13 6 172
使用時間 14:20 17:15 37:25 30:05 22:15 13:15 30:35 31:05 15:50 20:45 8:15 241:05
使用回数 8 3 5 4 1 21
使用時間 14:45 3:35 12:30 9:35 2:00 42:25
使用回数 6 3 2 1 1 1 1 15
使用時間 22:00 10:00 6:00 4:00 4:00 3:00 3:00 52:00

24 35 38 35 28 25 37 38 21 44 18 3 346
50:05 46:35 49:10 63:55 42:50 35:20 58:40 58:10 34:10 108:05 30:00 5:30 582:30

13 16 20 18 12 14 19 16 14 18 12 3 175
10 11 9 11 10 13 13 13 9 13 11 2 27

4F　分光室

基礎化学

機能材料

理学部

科学分析支援センター

合計
使用回数

機械

工学部 応用化学

使用時間
稼働日数
使用人数

総合技術支援センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 5 2 5 3 11 10 7 10 12 5 6 77
使用時間 1:00 2:15 1:10 3:45 1:40 6:30 7:25 5:40 8:20 9:50 3:10 6:45 57:30
使用回数 4 1 1 8 4 1 19
使用時間 3:30 0:30 1:30 13:00 4:15 2:00 24:45
使用回数 2 4 1 1 2 11 5 3 5 5 4 43
使用時間 4:00 5:00 1:00 4:00 6:30 21:10 6:30 5:15 12:15 5:10 5:00 75:50
使用回数 1 15 9 4 2 3 5 3 10 9 7 6 74
使用時間 2:30 23:30 9:55 8:00 2:30 4:50 6:10 5:30 9:00 50:50 8:10 7:10 138:05

4 20 15 14 6 17 27 23 27 26 18 16 213
7:30 25:45 16:05 16:15 8:10 18:20 36:15 30:40 26:50 72:55 18:30 18:55 296:10

3 12 10 10 4 10 17 15 11 11 12 10 125
4 6 7 10 6 11 12 15 14 13 11 9 36

使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

基礎化学

応用化学

機能材料

科学分析支援センター

3F 核磁気共鳴室

理学部

合計

工学部

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 1 4 1 1 1 10
使用時間 9:00 3:00 2:00 12:30 2:00 6:00 6:00 40:30

1 1 1 4 1 1 1 10
9:00 3:00 2:00 12:30 2:00 6:00 6:00 40:30

1 1 1 4 1 1 1 10
1 1 1 2 1 1 1 2

4F　分光室

科学分析支援センター

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 3 4 4 5 3 7 10 8 15 4 63
使用時間 5:30 6:00 8:00 10:00 5:30 14:00 21:05 16:00 30:00 8:00 124:05
使用回数 1 1
使用時間 8:00 8:00

3 5 4 5 3 7 10 8 15 4 64
5:30 14:00 8:00 10:00 5:30 14:00 21:05 16:00 30:00 8:00 132:05

3 3 4 5 3 6 9 8 12 4 57
1 3 2 2 2 2 3 3 3 3 6

機械工学部

合計
使用回数
使用時間

4F 材料解析室(2)

科学分析支援センター

稼働日数
使用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 2 4
使用時間 6:00 8:00 14:00 28:00

1 1 2 4
6:00 8:00 14:00 28:00

1 1 2 4
1 1 1 1

教育理科教育学部

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

3F 分析電子顕微鏡室(2)
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ウルトラミクロトーム Ultracut N 使用実績 （稼働日数 30 日・使用時間 74 時間） 

 
 
凍結ウルトラミクロトーム UC7/FC7 使用実績 （稼働日数 47 日・使用時間 232 時間） 

 
 

オスミウムコーター Neoc-STB 使用実績 （稼働日数 11 日・使用時間 11 時間） 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 5 7 3 1 1 9 5 31
使用時間 14:00 17:30 6:30 2:00 2:00 18:00 12:00 72:00
使用回数 1 1
使用時間 1:30 1:30

5 8 3 1 1 9 5 32
14:00 19:00 6:30 2:00 2:00 18:00 12:00 73:30

4 8 3 1 1 8 5 30
1 2 1 1 1 1 1 2

稼働日数
使用人数

合計
使用回数
使用時間

科学分析支援センター

4F 生物系実験室

理学部 分子生物

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 2 2
使用時間 7:00 7:00
使用回数 4 3 6 11 3 4 7 4 4 1 47
使用時間 21:00 18:00 26:00 47:00 16:00 28:00 26:00 14:00 23:30 5:30 225:00

4 3 6 11 3 4 7 4 4 1 2 49
21:00 18:00 26:00 47:00 16:00 28:00 26:00 14:00 23:30 5:30 7:00 232:00

4 3 5 11 3 4 6 4 4 1 2 47
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2使用人数

4F 生物系実験室

合計
使用回数
使用時間

稼働日数

科学分析支援センター

理学部 分子生物

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
使用回数 1 1 2
使用時間 2:00 0:50 2:50
使用回数 2 1 4 7
使用時間 1:30 0:30 2:20 4:20
使用回数 1 1 1 3
使用時間 1:00 1:00 1:30 3:30

1 1 1 3 2 4 12
1:00 1:00 1:30 3:30 1:20 2:20 10:40

1 1 1 3 2 3 11
1 1 1 2 2 1 4

3F 分析電子顕微鏡室

合計
使用回数
使用時間

稼働日数
使用人数

科学分析支援センター

工学部
機能材料

環境共生
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平成 27 年度アイソトープ実験施設利用実績 

 

利用状況 

 

 
 
核種別使用量 （単位: MBq） 

 

 

 

平成 27 年度動物飼育室利用実績 

利用実績 （入室回数） 

 

 

 

使用数 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
入室回数 139 89 88 52 59 126 119 131 135 89 77 118 1,222

時間 90:35 39:31 53:39 34:04 31:20 55:11 66:10 66:00 77:11 71:52 54:00 52:49 692:24

3H 14C 32P 33P 35S
年度当初保管数量 547.7 251.0 3.2 0.0 38.0
受入等数量 0.0 187.6 18.5 0.0 296.0
使用数量 172.9 42.0 21.7 0.0 316.6
年度末保管数量 374.8 396.6 0.0 0.0 17.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

1012 973 1075 1006 784 894 1150 1202 1020 1025 795 662 11598

79 121 163 196 114 172 229 224 205 187 161 129 1980

一般飼育室

SPF飼育室

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

87 178 116 114 154 144 144 128 91 145 83 202 1586

8 5 1 1 0 0 3 2 0 0 0 2 22

13 3 24 98 18 94 5 14 57 60 25 24 435

10 3 27 20 15 54 76 47 44 109 75 24 504

16 33 23 8 9 37 25 13 17 65 8 12 266

0 1 0 9 8 18 3 5 24 29 2 2 101

0 0 0 0 3 11 0 0 10 9 4 2 39

134 223 191 250 207 358 256 209 243 417 197 268 2953

196 93 105 251 180 141 310 249 343 158 52 85 2163

0 0 0 10 0 0 0 1 0 0 0 0 11

196 93 105 261 180 141 310 250 343 158 52 85 2174

102 88 58 43 40 42 32 32 50 44 41 34 606

0 2 0 36

570

29 1 1 1 0 0 1 1 0

31 31 50 44 39 3473 87 57 42 40 42

スンクス

小計

Suncus murinus
(KAT)

Suncus murinus
(BK)

ICR

grt

B6；129

SCID Beige

小計

ラット

Wistar

Long-Evans

小計

マウス

C57BL/6

BALB/cA

ddY
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《センターより》 

 

平成 27 年科学分析支援センター機器使用研究業績 
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編 集 後 記 
 
 

2015年度も利用者の皆様や関連の方々のご尽力により，当センターの運営を程好く行えました．2015
年度の機器導入に関してはありませんでしたが，整備の必要があった質量分析装置JMS-700のシステム

の更新と総合メンテナンスを行うことができました．質量分析装置JMS-700は当センターでも古くからある

機器ではあり，基礎物性には欠かせない機器であるため，この整備で多くのユーザーに喜ばれることを望

みます． 
この編集後記を書いております2015年を振り返って，最近の科学会での日本人の活躍が，紙面をにぎ

わせています．2015年度のノーベル賞受賞者は生理学・医学賞が大村智先生(北里大)，物理学賞が梶

田隆章(東大)先生でした．特に梶田先生は，本学の理学部物理学科のご出身のため大いに盛り上がりま

した．  
末筆となりましたが，今回本誌に投稿していただいた諸先生方に深くお礼申し上げるとともに，ますま

すのご健康とご発展をお祈りします．また，今年度の本センターの装置に深く携わっていただいた方々に

深くお礼を申し上げます．最後に本機関誌発刊に当たり，作業全般を行っていただいた新美智久技師お

よび田倉章皓技術補佐員に深く感謝いたします． 
（文責 機関誌編集委員長） 
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